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應児島県奄美大島利野卜11レ墓出±Q)人骨
小片丘彦・峰 和治・川路則友• 山本美代子・岡元満子

（鹿児島大学歯学部口腔解剖学講座）

鹿児島県奄美大島下山田I遺踏川土の縄文時代人骨

小片丘彦・峰 和治・川路則友・山本美代子

（鹿児島大学歯学部口腔解剖学講座）
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鹿児島県奄芙大島和野トフル塞出土の人骨

小片丘彦・峰 和治・川跨則友・山本美代子・岡元満子

（鹿児昴大学歯学部口腔解剖学講座）

くはじめに＞

奄美諸島には古くから複葬の風習があった。死者を風葬や上葬に付した後，一定期間を経て

洗骨し，遺骨を定められた共同の墓所に安置するものであるが，このような墓所が今なお各地

に残されている。その構造や呼称は島々によって異なるが，奄芙大島本島の北部一帯では，同

結砂丘に横穴を穿ち，遺骨を納めた墓所を「トフル」と呼んでいる。

1984年12月，新奄美空港建設に伴い，鹿児島県大島郡笠利町禾ロ野に所在するトフル墓l基の

調査が実施され，多数の人骨が検出された（第130図）。遺骨の納められていた甕の型式や伴出した

祭祀用品などから，この墓が機能していた時期は江戸時代中期以降とみられる。また，地元に

伝わる話などから，明治初期には廃葉されたと推淵される。

奄美諸島の人骨については，縄文・弥生時代の遺跡から出土した資料を除けば，大山（与論

島， 1956),中野（喜界島， 1958),菊地（与路島， 1959),岩井（徳之島， 1959),Tagaya & Ikeda 

（奄美各島， 1976) らの頭蓋骨のほか，平田（与論島， 1958),広沢（与論島， 1959)の上・下

肢骨に関する報告があるが，いずれも骨の形態研究や地域間の比較に主眼を潰いたものである。

また，末永• 長沢（与論島， 1972),小野ら（喜界

島， 1973)によって，民俗学的立場からの風葬墓

その機能を止めてから長期間放旗され，納められ

た遺骨にまつわる事柄も，既に人びとの記憶から

消えてしまっている。しかし，このトフル墓は，

実際に用いられていた当時の状況を比較的よく残

かにするための足がかりを得たいと考えている。

本トフ）レ墓の人骨が，これまで報告の少なかった

奄美大島本島人の形態特徴を地域的，時代的に検

討していくための碁礎資料を提供し，併せて葬

制研究のうえでも，資料のひとつとなることを

願っている。
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く出土状況および人骨資料＞

納骨されていた横穴は固結砂丘を人工的に穿ったもので，入口幅約80cm,内部は奥壁幅約290

cm, 奥行き約230cm,高さ100-130cmほどの規模をもつ。横穴内の底面は入口より奥壁に向かっ

て低くなっており，約50cmの原さに土砂が流入していた。このため調査開始前は，甕の上部や

少数の人骨，木片等が見られたにすぎなかったが，

骨が埋没していることが明らかとなった。

調査が進行するにつれ， 土砂中に多星の人

人骨は甕内に納められていたものと，甕の外で集積または散乱状態にあったものとに分けられ

る（第131図）。 1個体分の骨格の配列が解剖学的に正常な， いわゆる風葬 (1次葬）の原状態に

ある例は全く見いだされず， どの人骨も洗骨・改葬の操作や，後惟の人為的ないし自然現象に

よる攪乱を受けたものとみられる。人骨の整理作業は，原則として12個の甕 (I-XII)および

甕外に設定した14の任意区画ごとに行った。甕は，ほぼ原形を保ったものから，大破したもの

まであるが，複数個体分の人骨が納められていた甕が大半を占める。また，甕の破損によって

外に流出したと思われる骨があり，数m離れた位置にあった骨片同士が接合する場合や， 明ら

かに同一個体の骨が別の甕から検出される冽も見られ， 1個体の骨格が広範囲に分布していた

ことが，整理作業の段階で追確認された。多量の人骨がこのような散乱状態にあるうえ，破損

も大ぎいため，個体識別や帰属判定の困難な例が全出土骨の相当部分を占める。従って，総個

体数や性比，年齢構成などの確定は難しい。同一個体と思われる骨を，大きさや形状によって，

同じ甕内にあるものから，甕の外にあっても比較的近辺に残存するものへと順次判定を行った。

全身骨格のうち，同一部位が何個体分存在するかを調べた結果（表 1),最も多くの残存数が確

認されたのは，下顎骨正中部の49個体であったc実際の被葬者はこれより多かったと考えられ，

この横穴内に少なくとも50個体以上が納められていたと推測される。この中で，ほぼ全身の骨格

残存を確認し得たのは 9個体にとどまった。

以下，成人骨と未成人骨に分け，計測・観察所見や病変その他の特記所見を記載し，

本トフル墓の葬法，葬制についても若千の検討を加える。

さらに

表 1 部位別の残存数 表2 成人骨資料

成人未成人計

前頭骨

側頭骨（右）

側頭骨（左）

後頭骨

F顎骨
舌骨

環椎

軸椎

第 5腰椎

28 

38 

38 

39 

43 

11 

29 

28 

27 

4

6

6

5

6

0

5

3

2

 

32 

44 

44 

44 

49 

11 

34 

31 

29 

1本肢骨については表19参照

人骨番号 性別 年齢 備 考

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号

11号

12号

13号-

男性

女性

女性

男性

男性

女性

女性

女性

男性

女性

女性

男性

男1生

熟年

壮年

壮年

壮年

壮年

熟年

壮年

壮年

壮年

壮年

壮年

熟年

老年

横穴入口付近に集積

頭蓋ぱ X甕の横、体幹・
体肢骨ぱXI甕内
横穴中央部に集積

頭蓋のみ残存

x霙内
頭蓋のみ残存

頭蓋のみ残存

頭蓋のみ残存

頭蓋ぱVII甕の奥、体幹・
体肢骨ぱVII甕内
甕外集積

VI安内
頭蓋のみ残存

豆貞蓋のみ残存
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く人骨所見＞

A. 成人骨

頭蓋のイ呆存状態が比較的泉好で，,,、生別・年齢の推定が可能であった 1-13号人骨（表2)に

ついては，付随する体幹・体肢骨を合めた個体別の検討を行った。このほか，多数残存する所

属不明の体幹・体肢骨に関しても，保存良好な資料は計測の対象とし，部位別に集計した。頭

蓋・下顎骨~t測値を表 3-6 Iこ，頭蓋非計測的小変異の有無を表7に示す。

1号人骨（男性・熟年）

a. 頭蓋〈図版l〉

頭蓋底の一部と右下顎頭，右筋突起を欠損するほかは，ほぼ完全な頭蓋である。頭蓋冠と下

顎骨の全面を石灰華が覆っている。頭蓋縫合は，主要 3縫合の内板の閉鎖がおおむね完了して

いるが，外板での閉鎖はほとんど見られない。

脳頭蓋は全体に大きく，特に最大長が長い(193mm)。これに対して最大幅はやや狭く (137mm),

頭蓋長幅ポ数(71.0)は長頭型の低位に屈している。バジオン・ブレグマ高は120mmとさほど低く

はない。頭蓋水平固や正中矢状弧長はかなり大きな値をとる。上面観は楕円形，後面観は頭幅

が狭いこともあって，比較的高い砲弾形を示す。後頭骨では，後頭隆起が発達し，塊状に後下

方へ突出する。礼様突起は大きく，表面は粗雑である。眉間と眉弓は連続して丘状の高まりと

なり，ゆる＜前方へ突出する。そのため鼻根も軽度に陥凹する。鼻骨の水平弯曲は比較的強い。

頑面頭蓋では，上顔高は中程度であるが，オトガイ高(39mm)の高さが目だち，顔高はかなり

大きい。 Kollmann頷示数(89.2)は中顔型に，上顔示数(49.6)は低上顔型に属している。また，

眼窃示数（左， 76.7)は中眼窯型に，鼻示数(49.1)も中鼻型に属し，全般に低顔の要索は見いだ

せない。歯列は次の通りである。

r 

8765•0211020456 • 8 

8 7● ● 40● 0 00340● ● 8 

c
 

c
 

• ：生前喪失，歯槽閉鎖

〇：死後脱落，歯槽開放

C : 薗酋蝕

r : 根尖部の病的骨欠損

咬耗叫厨Martinの3度，他の残存歯1よ1-2度である。全般的に辺縁性歯周炎によると思

われる歯槽骨吸収が顕著で，特に大臼歯部では歯根の 2/3が露出している。三」は残根状態で，

根尖部病変による骨欠損がある。に部の歯槽には，上顎洞と交通する径約2mmの穿孔が見られ

る。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ縫合骨（左右）， インカ骨 (Osepactale proprium), 

頭項切痕骨（左右），眼腐l:孔（右），前頭孔（左し）が認められる。

b. 体幹骨
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表3 成人頭蓋計測値（男性）

Martin's 

No. 1号 4号 5号 9号

1 

8 

17 

8/1 

17 /1 

17 /8 

20 

20/1 

20/8 

45 

46 

47 

48 

47 /45 

47/46 

48/45 

48/46 

51 

52 

52/51 

54 

55 

54/55 

頭蓋最大長

頭蓋最大幅

バジオン・ブレグマ高

頭蓋長幅示数

頭蓋長高示数

頭蓋幅面示数

耳ブレグマ高

頭長耳高示数

頭幅耳高示数

頼骨弓幅

中顔幅

顔高

上顔高

Kollmann顔示数

Virchow顔示数

Kollmann上頻示数

Virchow上顔示数

眼窯幅（左）

眼窯高（左）

眼窟示数（左）

鼻幅

鼻高

鼻示数

193 

137 132 

135 

(145) 

71.0 

120 

62.2 

87.6 

139 

98 

124 

69 

89.2 

126.5 

49.6 

70.4 

43 

33 

76.7 

26 

53 

49 .1 

102.3 

113 

85.6 

175 

120 

129 

74.3 

73.7 

99.2 

107 

61.1 

82.3 

57 

41 

32 

78.0 

24 

46 

52 

表4 成人下顎骨計測値（男性）

Martin's 

No. 1号 4号 9号 WM-1 WM-2 WM-3 WM-4 WM-5 

|
し
,
'

65 

65(1) 

66 

67 

68(1) 

69 

69(1) 

69(31 

70a 

70(1) 

70(21 

70(3) 

71a 

79 

下顎頭間幅

筋突起間幅

下顎角幅

前下顎幅

下顎骨長

オトガイ高

下顎1本高
下顎体厚

下顎頭高

前枝船

最小下顎枝面

下顎切痕高

最小下顎枝輻

下顎枝角

99 

47 

115 

39 

(32) 

12 

45 

60 

47 

18 

35 

136° 

116 

49 

111 

30 

31 

14 

56 

51 

129' 

102 

43 

105 

29 

12 

55 

66 

49 

17 

32 

(128') 

107 

45 

102 

32 

31 

14 

48 

59 

46 

15 

35 

130° 

45 

(106) 

12 

(51) 

14 

34 

90 

90 

41 

95 

26 

27 

12 

54 

59 

47 

13 

33 

121° 

110 

107 

46 

107 

34 

30 

14 

50 

50 

35 

124° 

99 

46 

31 

12 

62 

49 

36 
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表 5 成人頭蓋計測値（女性）

Martin's 

No. 2号 3号 6号 7号 8号 10号 11号

1 頭蓋最大長 171 176 173 173 (178) 162 

8 頭蓋最大幅 134 130 139 136 137 132 

17 バジオン・ブレグマ高 127 136 128 

8/1 頭蓋長幅示数 78 .4 73.9 80.3 78.6 (77 .0) 81. 5 

17 /1 頭蓋長高示数 74.3 77.3 74.0 

17 /8 頭蓋幅高示数 94.8 104.6 92.1 

20 耳ブレグマ高 109 115 109 104 117 113 

20/1 頭長耳高示数 63.7 65.3 63.0 60.1 (65. 7) - 69.8 

20/8 頭幅耳高示数 81.3 88.5 78.4 76.5 85.4 85.6 

45 頬骨弓幅 125 125 128 

46 中顔幅 95 104 97 98 

47 顔高 106 105 

48 上顔高 63 65 (58) 

47 /45 Kollmann顔示数 84.8 84.0 

47 /46 Virchow頻示数 111.6 101.0 

48/45 Kollmann上顔示数 50.4 52.0 (45.3) 

48/46 Virchow上顔示数 66.3 62.5 (59.8) 

51 眼窟幅（左） 38 39 40 40 

52 眼窟高（左） 32 32 34 34 

52/51 眼窓示数（左） 84.2 82.1 85.0 85.0 

54 鼻幅 24 24 28 26 

55 鼻品 47 50 45 

54/55 鼻示数 51.1 48.0 62.2 

表6 成人下顎骨計測値（女性）

Martin's 

No. 2号 3号 WF-1 WF-2 WF-3 WF-4 WF-5 WF-6 

65 下顎頭間幅 112 116 

65(1) 下顎筋突起間幅 90 96 90 

66 下顎角幅 92 96 95 90 

67 前下顎幅 45 47 48 47 46 44 45 

68(1) 下顎骨長 95 101 101 (94) (99) (99) 

69 オトガイ高 30 27 (30) 28 29 27 31 

69(1) 下顎体高 28 26 29 (25) 30 27 31 

69(31 下顎体庫 14 13 13 13 14 13 11 14 

70 a 下顎頭高 63 45 48 44 57 59 

7011) 前枝高 60 57 51 62 

70(2) 最小下顎枝高 53 44 40佑） 41 47 50 48 

70(3) 下顎切痕高 ， 13 13 12 

71 a 最小下顎枝幅 31佑） 36 32 33 33 34 35 35 

79 下顎枝角 103' 132° 134° 127° 115 117' 

-267-



表 7 成人頭蓋の非計測的小変異

男性 女性

1号 4号 5号 9号 12号 2号 3号 6号 7号 8号 10号 11号

ラムダ小骨 ＋ 

ラムダ縫合骨 ++ ++ +—+- ！！ —+ ++ +—++ ++ 

横後頭縫合痕跡 ＋＋ ＋ー I I ＋＋ ——+ 

アステリオン小骨 十一 I I 十一 +—++ 

後頭乳突縫合骨 —+—+ I I —+ /-

頭項切痕骨 ＋＋ +- -/ I I +— +I 

翼上骨 +— -t + I I I ＋＋ ー／ +I /- I I I I 

前頭縫合残存 II 

眼窯上神経溝 I I I I I I 

眼嵩上縁孔 ＋＋ー／ ！！ I I —+ +ー -/ I I I I 

硬膜眼窯孔 十一 I I I I I I ＋＋ー／ /- I I I I I I 

横頗骨縫合痕跡 I I I I II I I +- -+ I I I I I I /- / / 

口蓋隆起 ＋ ／ ／ I- ＋ ＋ ／ ／ 

内側口蓋管 I I I I I I I I I I 

外側口蓋管 I I I I I I I I I I 

顆管欠如 I I I I ー／ I I I I I I I I 

後頭顆前結節 I I ー／ —+ I I I I I I I I I I I I 

第3後頭顆 ／ I I I I 

後頭顆芳突起 I I -I I I I I I I I I I I I I 

舌下神経管二分 I I I I ＋ー I I I I I I I I 

頸静脈孔二分 ！！ I I ー／ I I I I I I I I 

外耳道骨瘤 I I 

フシュケ孔 —+ I I ＋＋ 

ベサリウス孔 I++-++ I I I I I I ／＋ I I 

卵円孔形成不全 ー／ I I /- I I I- I I 

撹棘孔 I I I I /- I I /- I I 

床状突起間骨橋 I I I I I I I I —+ I I I I I I I I I I 

副オトガイ孔 / I I I / I I I I I I I 

下頴隆起 I I I I I I I I I I I I 

顎舌骨筋神経管 / / I I I I I I I I I I 

＋．・有， ー：無， ／：観察不能． 記載は各個体，各項目とも右， （正中），左の順。
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椎骨として頸椎3個 (C1-3), 胸椎5個，腰椎_3個 (L3-5)および仙骨がある。そのほ

かに胸甘（柄および体），肋骨片多数が残っている。腰椎の椎体縁に変形性脊椎症によると思わ

れる強い骨棘形成がみられる。

C. 体肢骨〈図版5〉

1)上肢骨

わずかに破損の見られる左右肩甲骨，ほぼ完全な形の左右の鎖骨，上腕骨，撓骨，尺骨，手

根骨2個（左舟状骨，左有頭骨），左第2中手骨，指骨6個がある。長管骨はいずれも骨体が長

さの割にやや太く，骨頭や関節面が大きく，男性骨の特徴を備えている。筋付着部の発達は中

等度である。

2)下肢骨

ほぼ完全な右寛骨，恥骨および腸骨翼の一部を欠く左寛骨，ほぼ完全な左右の大腿骨，腟骨，

左排骨，骨頭を欠く右排骨，左膝蓋骨，右排骨，足根骨8個（右距骨，左右踵骨，左舟状骨，

右内側楔状骨，左外側楔状骨，左右立方骨），左右第1中足骨，指骨片 1個が残っている。寛骨

大坐骨切痕の角度は小さく，耳状面前溝は存在しない。坐骨棘下方の小坐骨切痕中央に隆起が

認められる。長管骨は上肢骨同様，骨体は短くて太く，関節面は大ぎい。大腿骨骨体上部の殿

筋粗面の発達はよく，転子下稜を呈し，粗線の発達も良好である。骨体上部は弱い扁平性を

示し，ピラステルも見られる。胚骨では前腔骨筋起始部の陥凹はそれほど顕著には認められな

いが，ヒラメ筋線の発達はよい。

3)推定身長

Pearson (1899)および藤井 (1960)の式を用いて，右大腿骨最大長から求めた推定身長は

それぞれ156.5cm, 153. 7cmとなり，当時の男性の中でも低身長であったといえる。

2号人骨（女性・壮年）

a. 頭蓋〈図版1〉

左右の下顎角から関節突起付近を欠損するほかは，ほぼ完全な頭蓋である。下顎骨はM甕内

にあったが，頭骨は甕外の約40cm離れた所；こ流出していた。頭蓋縫合は，内・外板とも完全に

離開している。

脳頭蓋の諸径は既報の奄芙諸島人の平均値よりはやや小さい。主要3示数は中頭・中頭・中

頭型(78.4,74.3, 94.8)に属している。上面観は卵円形，後面観は家屋形で，夕材妥頭隆起の突

出はほとんどみられない (Brocaの1度）。眉間から鼻根にかけては平炉で，鼻骨の水平弯曲も

極めて弱い。顔面部では高径が低く， Kollmann頷示数(84.8), 上顔示数(50.4)は小さい。歯列

は次の通りである。

§ 序600000102300608
80600000 00305608 
r C C r 
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咬耗はおおむねMartinの1度である。7げの根尖部には病的骨吸収が認められる。また，ほと

んどの残存歯に小窃状のエナメル質減形成がある。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ縫合骨（左），翼上骨（左右），横頬骨縫合痕跡（右），

口蓋隆起，舌下神経管二分（右）が見られる。

b. 体幹骨

椎骨はすべて完全に残っている。変形性脊椎症などの病的所見は認められない。肋骨片は多

数あるが，同一甕 (XI甕）内の別個体（女性・壮年）のものと区別できない。

C • f本肢骨〈図版 5〉

I)上肢骨

上角付近をともに欠く左右肩甲骨，ほぼ完全な左右鎖骨，骨頭を欠く右上腕骨，ほぼ完全な

左右撓．尺骨が残っている。同一甕内に2個体分の手根骨，中手骨および指骨があるが，どち

らが本個体に属するか不明である。左鎖骨の胸骨端は未癒合で，右鎖骨では明瞭な骨端線が認

められる。全体に細くきゃしゃな印象を受ける。筋付着部も粗雑ではない。

2)下肢骨

ほぼ完全な左右寛骨，骨頭部を破損する左右胚骨，左右誹骨および左右膝蓋骨が残っている。

足根骨，中足骨および指骨については同一甕内の別の女性人骨のそれとの区別が困難であるた

め含めていない。寛骨の大坐骨切痕の角度は広く，腸骨稜骨端はすでに癒合しているものの，

恥骨結合面には極めて明瞭な平行隆線が横追いその谷は深く，植原 (1952) による20歳前

後の年齢と息われる。右寛骨に境界明瞭で深い耳状面前溝が認められるが， この溝は左側では

比較的浅い。長管骨の骨体は細くきやしゃで，筋付着部の発達もそれほど顕著ではない。

3)推定身長

大腿骨を欠き，上腕骨と程骨も破損しているため，右撓骨の最大長から推定すると 145.7cm 

(Pearson) , 143.3cm (藤井）となる。

3号人骨（女性・壮年）

a. 頭蓋〈図版2〉

f呆存状態はほぼ完全である。頭蓋縫合の閉鎖は内・外板とも見られない。

脳頭蓋では，最大幅が狭く，バジオン・ブレクマ高が高いため，主要 3示数はそれぞれ長頭・

闇頭・尖頭型 (73.9, 77.3, 104.6)に屈している。上面観は楔形，後面観は家屋形である。後

頭降起がよく発達している。乳様突起の基部は比較的大きく，表面も粗雑であるが，下垂の度

は小さい。側頭線の発達が著しい。眉間から鼻骨にかけては平坦で，なだらかな弧を描いて下

降するが，鼻骨の先端は突出する。韻面部では，全体の径に比して中顔幅が大ぎいが，頗骨弓

幅はそれほどでもない。そのため Virchow頷示数， f--_顔示数は極めて小さい値をとる。下顎骨

では，頑丈で直立した下顎枝が目立つ。歯列は次の通りである。
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87654321110345678 

8● 604300 123456● ● 
C C C 

咬合様式は鉗了・状で，切歯部の咬耗がMartinの3度，他の残存歯は 1-2度である。斤23
の隣接面に切緑から歯頸部に至る嗣蝕がある。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ縫合骨（左右），横後頭縫合痕跡（左右），眼窃上孔

（左），床状突起間骨橋（左， Ant.-med. -post. type), 硬膜眼窓孔（左右），口蓋隆起が認め

られる。

b. f本幹骨

第6頸椎，第 1, 第4腰椎および尾骨を除く全椎骨が残っている。そのほかに多数の肋骨片

がある。

C. 体肢骨〈図版 6〉

1)上肢骨

ほぼ完全な右肩甲骨，左右鎖骨，左右上腕骨，左右撓骨，左尺骨および下端を欠く右尺骨が

残っている。そのほかに手根骨 1個（右月状骨），中手骨3個（左第 1, 左右第3)および指

骨2個がある。鎖骨は短くて太く，内側半は前後に扁平な形状を示す。上腕骨も短くて太く，

大結節稜は比較的張り出し，二角筋粗面はよく発達する。左尺骨の撓骨切痕直下は陥凹し，回

外筋稜は強く張り出して，そこから下方へ伸びる骨間縁の発達は著しい。また，撓骨回内筋粗

面の発達がよいことや，尺骨下部の外側に稜が見られることから，前腕の回内・回外筋群の発

達が良好であったことがうかがわれる。

2)下肢骨

腸骨翼の一部を欠く右寛骨，腸骨翼後上半や恥骨などを欠損する左寛骨，完全な右大腿骨，

左右胚骨，左排骨，足根骨3個（右距骨，右踵骨，左舟状骨），中足骨 2個（右第 1'左第3)

および指骨2個が残っている。寛骨大坐骨切痕の角度は広く，耳状面下部には左右ともに境界

明瞭で幅の広い耳状面前溝が認められる。恥骨結合面にはわずかながら平行隆線が残っている。

大腿骨は比較的短くて細く，殿筋粗面が発達して転子下稜が認められる。粗線はそれほど粗雑

ではないが，骨体中央部はわずかに柱状性を示している。腔骨および排骨の筋付着部の発達は

顕著ではない。

3)推定身長

右大腿骨最大長から算出した推定身長は，146.0cm(Pearson), 145.3cm (藤井）である。

4号人骨（男性・壮年）

頭蓋だけが残存し，イ本幹・ 1本肢骨は不明である。脳頭蓋および下顎骨の保存は比較的よいが，

顔面上部の大半を欠損する。頭蓋縫合の閉鎖は内・外板とも始まっていない。
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脳頭蓋では，眉間部欠損のため最大長の計測はできないが， 183mm前後であったと推澗され，

上面からの観察によると，長頭型に属していたと思われる。また，幅高示数(102.3)は尖頭型に

属している。この頭蓋は左右非対称で，左側の頭項結節が右側より後方に位置し，また，後頭

骨の左半が右半より後方へ突出している。外後頭隆起はBrocaの4度で，よく発達した両側の後

頭隆起へと連続する。上顔部は鼻骨付近を残して大破している。歯列は次の通りである。

/////0001 0゚//////

87600000 00000678 
／：歯槽欠損

残存する下顎大臼歯の咬耗はMartinの 1度である。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ小骨，ラムダ縫合骨（左右），後頭乳突縫合骨（左），

翼上骨（右， Osepiptericum proprium)が見られ，また右頸静脈孔には不完全ながら骨橋が

存在する。

5号人骨（男性・壮年）

a. 頭蓋〈図版2〉

左頬骨部および下顎骨を欠損する。眉弓の発達や前頭骨の傾斜，乳様突起の大きさ，外後頭

隆起の突出などから男性骨と判定されるが，男性としては小型の頭蓋である。

脳頭蓋の主要3示数はそれぞれ長頭・中頭・尖頭型(74.3,73. 7, 99.2)に属している。乳突

上結節が左右側に発達している。外後頭隆起の突出はBrocaの3度である。眉弓がよく発達して

いるが，鼻根の陥凹は比較的浅く，鼻骨の水平弯曲はゆるやかである。

顔面部の諸径も小さい。 卜直頁高は57mmと低く，幅径は計測でぎないが，観察では明らかに低

上頗である。歯列は次の通りである。

0Jeo321 j 1ooos6b 

残存歯の咬耗は Martin の 1~2 度である。亙ビび）根尖部および歯根周囲に骨吸収が見られる。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ縫合骨（右），横後頭縫合痕跡（右）、後頭乳突縫合

骨（左），頭頂t]J痕骨（右），冠状縫合骨（左），梃上骨（左右）など，縫合の変異が多く見

られる。

b. 体幹骨

ほぼ完全な頸椎3個，胸椎5個，腰椎 1個および仙骨が残っており，そのほかに多数の椎骨

片がある。肋骨片も多数残っている Q

C. j本1)支骨〈図服6)
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1)上肢骨

右肩甲骨肩甲棘，完全な左右上腕骨，右尺骨，左尺骨上半，手根骨8個（左右舟状骨，右月

状骨，左右三角骨｀右小菱形骨，左右有頭骨），不完全ながらすべての中手骨および指骨16個

が残っている。上腕骨骨体は短くて太く，三角筋粗面の発達は比較的良好である。尺骨回外筋

稜ならびにそれから下へ続く骨間縁は比較的よく張り出している。右尺骨下端にわずかながら

骨端線の痕跡が認められ，まだ若い個体であることを示している。

2)下肢骨

不完全な左右寛骨，ほぼ完全な左右大腿骨，上端をわずかに欠損する右腔骨，下端を欠く左

胚骨，完全な左排骨、左膝蓋骨，足根骨8個（右踵骨，左右舟状骨，右中間楔状骨，左右外側

楔状骨，左右立方骨），中足骨5個（右第2、第3,第5ほか）および指骨14個が残っている。

寛骨の大坐骨切痕の角度は比較的小さく，耳状面前溝は認められない。大腿骨は短く、骨体上

部は扁平性を示しているが，殿筋粗面や粗線など筋付着部の発達はあまり良好ではなく，骨体

中央部の柱状性もほとんどみられない。胚骨のヒラメ筋線はやや発達する。栄養孔位での扁平

性は認められず，庫腟である。

3)推定身長

右大腿骨最大長から算出した推定身長は154.1cm(Pearson), 150.5cm (藤井）である。

6号人骨（女性・熟年）

頭蓋だけが残存し，体幹・イ本肢骨は不明である。右頬骨および眼窟より下の部位を欠損して

いる。頭蓋縫合は，冠状縫合の下半で内・外板の閉鎖が始まっているだけである。

脳頭蓋では最大幅(139mm)の大きさが目立ち，主要3示数はそれぞれ短頭・中頭・中頭型(80.3,

74.0, 92.1) に属している。 上面観は楔形で，特に前頭部が狭窄しており， 横前頭頭頂示数

は64.0と小さい。乳様突起は小さく、鋭く下垂する。後面観は家屋形で，外後頭隆起の突出は

弱い (Broeaの1型）。前頭結節が非常に発達しており，眼寓上縁の内側半からほぼ垂直に立ち

上がる。眉間付近はほとんど突出せず，鼻根部は平坦で鼻骨の水平弯曲もゆるやかである。

顎骨は｀上顎前歯部の骨片だけが遊離して残存するが，歯はいずれも生前に喪失しており，

歯槽は閉鎖している。

非計測的小変異として，眼嵩上孔（右）， n蓋隆起が認められる。

7号人骨（女性・壮年）

頭蓋だけが残存し， f本幹・体肢骨は不明である。頭蓋底および下顎骨を欠く。縫合の閉鎖が

左冠状縫合の内・外板で始まっているが，他の部位には見られない。脳頭蓋では，長幅示数が

78.6で中頭型に属している。上顔部の計測値を見ると，上顔高と鼻高が低く、鼻幅の広いことが

特徴的で， Kollmann上顔示数(45.3)は広上顔型に，鼻示数(62.2)は過広鼻型に属している。

これに対して眼窃示数（左， 85.0)は中型と高型の境界にある。
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口

上顎の歯列は次の通りである。

:…。ooiooo…•

生前喪失または死後脱落のため，植立する残存歯はない。刀の歯槽根尖部には不整な骨吸収が

あり，瘍孔を介して炎症性の骨表面の粗雑化が上額骨の側頭下面へと広がっている。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ小骨，ラムダ縫合骨（右），翼上骨（右， Osepipter-

1cum proprium) が認められる。

8号人骨（女性・壮年）

頭蓋冠だけが残存する。頭蓋縫合の閉鎖は始まっていない。頭蓋最大長 (178mm),最大幅137

mmで，長幅示数(77.0)は中頭型に属している。上面観は楕円形，後面観は楔形である。乳突上

結節が発達しているが，眉弓はさほど隆起していない。非計測的小変異として，ラムダ小骨，

ラムダ縫合骨（左右），横後頭縫合痕跡（左），後頭乳突縫合骨（左）が見られる。

9号人骨（男性・壮年）

a. 頭蓋

ラムダ点と眼寓下縁を通る平面より上方の脳・顔面頭蓋を欠損している。観察可能な縫合に

閉鎖は見られない。

頭蓋最大幅(145mm)をはじめとして，全体に幅径が大きい。外後頭隆起の突出はBrocaの2度

で，やや弱い後頭隆起が存在する。歯列は次の通りである。

:~;:~!::I:::~~: ご：
歯石沈着が著しかったとみえ，臼歯咬合面にも残存している。

非計測的小変異として，ラムダ縫合骨（左右），アステリオン小骨（左右），副眼窯下孔（左

右），後頭顆前結節（左， BromanのtypeII) , ベサリウス孔（左右）がある。また両側アス

テリオン点のやや前方に骨隆起(Tuberculum supramastoideum posterior) があり，特

に右側のものが顕著である。

b. 体幹骨

頸椎4個，胸椎11個，腰椎4個，仙骨，肋骨片多数および胸骨柄が残っている。変形性脊椎

症などの病的所見は見られない。
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C . 1本肢骨

1)上肢骨

不完全な左右肩甲骨、ほぼ完全な左右鎖骨，右上腕骨、下端をわずかに欠く左上腕骨，上下

端にわずかな破損のある左右棧骨，左右尺骨，手根骨7個（左舟状骨，左豆状骨，左大菱形骨，

左右有頭骨，左右有鈎骨），中手骨8個（右第 1と第2を除く）および指骨22個が残っている。

上腕骨は比較的短いが細くはなく．筋付着部の発達は顕著でない。尺骨の回外筋稜はよく発達

し，方形回内筋の付着部にも顕著な稜線が認められる。

2)下肢骨

腸骨翼上部および恥骨を欠く右寛骨，一部を欠く左右大腿骨，ほぼ完全な左右腔骨，左排骨

下半，足根骨12個（右距骨，左右踵骨，右舟状骨，左右内側・中間・外側楔状骨，左右立方骨），

中足骨9個（左第2を除く）および指骨6個が残っている。寛骨大坐骨切痕の角度は比較的小

さく，耳状面前溝は見られない。長管骨は一般に長い。大腿骨は殿筋粗面はやや粗雑であるが，

粗線の発達は顕著でなく，柱状性も認められない。胚骨ヒラメ筋線の発達はよくない。また，

骨体は扁平ではない。

3)推定身長

右大腿骨最大長から算出した推定身長は161.2cm(Pearson),159.9cm (藤井）である。

10号人骨（女性・壮年）

a. 頭蓋

脳頭蓋と顔面頭蓋が分離して残存していた個体で，眉間および眼窃上縁付近，右側頭部，頭蓋

底を欠いており，死後変形のため前頭骨は接合できない。下顎骨の保存状態はほぼ完全である。

観察可能な頭蓋縫合に閉鎖は見られない。

頭蓋冠は原く，冠状縫合の最厚部では11mmに達するが，乳様突起は小さく，外後頭隆起の突

出も弱い (Brocaの 1度）。頬骨の張り出しが強い。下顎骨では，下顎角の張り出しはほとん

どない。歯列は次の通りである。

0065400] I ]0045608 
87650000 00005678 

残存歯の咬耗は且上がMartinの2度，他は 1度である。

頭蓋の非計測的小変異として，ラムダ縫合骨（左右）、アステリオン小骨（右），頭項切痕

骨（右），フシュケ孔（左右） 、ベサリウス孔（左）が認められる。

b. 体幹骨

頸椎2個胸椎2個および腰椎2個がほぼ完全に残っているほか，仙骨片も含めて多数の椎
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骨片がある。また，胸骨体片，肋骨片もある。

c .. 体肢骨

I)上肢骨

左右肩甲骨片，胸骨・肩峰両端をわずかに欠く左右鎖骨，おもに上下両端を欠損する左右上

腕骨，左右撓骨および左右尺骨がある。そのほか，手根骨11(右舟状骨，左右月状骨，左右豆

状骨，左右大菱形骨，右小菱形骨，右有頭骨，左右有鈎骨），中手骨5 (左右第 I,左右第2,

左第4) および指骨13個が残っている。上腕骨は短いが，それほど細くはなく，三角筋粗面は

比較的よく発達している。

2)下肢骨

下1/3を欠く右大腿骨，上下両端を欠く左大腿骨， 骨体部だけの左右胚骨および左右排骨，

ほぼ完全な左膝蓋骨および右膝蓋骨外側半がある。そのほかに足根骨10(右距骨，左右踵骨，

左舟状骨，左右中間楔状骨，左右内側楔状骨，左右立方骨），中足骨9 (右第 1を除く）およ

び指骨8個がある。大腿骨骨体上部の殿筋粗面は比較的よく発達するが，転子下稜を形成する

には至らない。粗線が発達している。胚骨のヒラメ筋線は比較的よく発達し，前睦骨筋起始部

の陥凹も深い。胚骨に扁平性は認められない。

11号人骨（女性・壮年）

a. 頭蓋

頭蓋冠だけが残存する。縫合の閉鎖は全く見られない。全体に小型の頭蓋で，頭頂結節が発

達しており，長幅示数(81.5)は短頭型に属している。軽度の後頭隆起が見られる。非計測的小

変異として，アステリオン小骨（左右）が存在する。

b. 体肢骨

VI甕内には Sf本分の人骨が含まれるが，その中で女性骨と思われるものだけを11号人骨とし

て認めた。

I)上肢骨

ほぼ完全な左鎖骨， t下両端を欠く左右撓骨，下端を欠く右尺骨がある。骨体は短くて細く，

筋付着部の発達もそれほど顕著ではない。

2)下肢骨

上下端を欠く右腔骨骨体，骨体前縁部だけが残る左腟骨，ほぼ完全な右踵骨がある。胚骨のヒ

ラメ筋線は比較的よく発達し，前胚骨筋付着部も深く陥凹している。

12号人骨（男性・熟年）

頭蓋冠だけが残存する。主要3縫合の内板は閉鎖が完了しているほか，冠状縫合の側頭部と矢

状縫合の一部の外板で閉鎖が始まっている。頭蓋最大幅141mmで，観察からは長幅示数は中頭型に

属していたと思われる。
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13号人骨（男性・老年）

頭蓋冠の後半部（頭項骨，側頭骨，後頭骨）が残存するだけである。頭蓋縫合で観察でぎる

のは矢状縫合とラムダ縫合であるが，ラムダ縫合外下部の外板以外は閉鎖が完了している。径

は大きく，骨も厚く，また外後頭隆起がよく発達している (Brocaの4度）。

成人頭蓋計測小括

本トフル墓の成人頭縦で計測の対象となり得たものは男性4例，女性6例である。このうち

主だった項目の計測が行えたのは男性3例 (I,4, 5号），女性4例 (2, 3, 6, 7号）

にすぎない。男性頭蓋では，脳頭蓋の3主径を測ることがでぎたのは5号だけである。頭蓋最

大長は， 1号が193mmで奄芙諸島人の変異域の最大値に近く， 5号は175mmと小さく， 4号は推

定183mm前後である。最大長をはじめとして，脳頭蓋の全体の径は個体差が大きい。しかし，主

要3示数と観察による推定とを総合すると，男性3頭蓋はいずれも長頭・中頭・中～尖頚型を

示している。これは，相対的に頭長が大きく，頭幅が小さいことに起因している。顔面頭蓋は，

1号が保存良好であるが， 4号は上顔部を欠き， 5号は下顎がない。 1号はオトガイ高が大き

く，顔面全体の高径も比較的大きい。一方， 5号の上顔部は，観察によると低・広上頷であっ

たと推測される。

女性の脳頭蓋の径は，他の奄美諸島人の平均値と比較しても全体に小さい。示数値をみると，

長輻示数は中頭型3f列，長頭型 If列で，この4冽の平均値は77.4となり，中頭型の中位にある。

長高示数1よ中頭型2例，高頭型 If列，幅高示数は中頭型2例，尖頭型 l例で， この中では，バ

ジオン・ブレグマ高が高い 3号(136mm)の示数値が大きい。顔面頭蓋では，顔高，上顔高ともに他

の奄美諸島人の平均値を下回り， Kollmann顔示数，上頻示数からは低・広頻傾向がうかがえる。

永久歯の残存状況

和野トフル墓からは上顎歯327本，下顎歯400本および残根状態のため他種不明の遊離歯12本，

合計779本の永久歯が出士した。このうち歯槽に釘植したまま発見された他はわずかで，ほとん

どの歯は顎骨から遊離して地中や甕内に散在していた。これらの歯を元の歯槽に植立させる作

業を行った後，内訳を調べた（表 8)。遊離歯は鑑別を歯種までにとどめ，左右合算した数を

示した。

まず注目されるのは，上顎歯よりも下顎歯が100本以上多いことである。一般に生前において

は，下顎歯の方が肖酋蝕や歯周病によって失われやすいといわれるにもかかわらず， この残存歯

数の差はやや不自然と考えられる。その原因は主として，上頒骨自体廿質が薄く，破損しやす

いためと思われる。次に残存歯を歯種別に見ると，下顎の犬歯，小臼歯，大臼歯がそれぞれほ

ぱ30個体分に相当する数が残っているのに対し，下顎切歯の残存数は約20個体分であり，歯根

の形が単純で長さも短い下顎切歯が脱落しやすいことを示している。これに対して 1~頒歯の残

-277-



存数は，犬歯の25個体相当数を除いて切歯，小臼歯，大臼歯ともにほぼ20個体分で，下顎切歯

の残存率と変わらない。歯根の形態からみて，歯の脱落する条件は上顎，下顎ともに同様であ

ると仮定すると，下顎臼歯の残存率に比べて上顎臼歯の残存率は低く，ここでも上顎骨自体破

損しやすいことが示唆されている。上頒骨の破損は， トフル墓に改葬する過程においても， ト

フル墓に納められた後においても起こったことであろ つ。ことにトフル墓内では頭蓋骨が甕の

外に置かれた場合に破損の機会が生じやすかったと思われる。これは，甕内発見の歯が上顎歯

113本，下顎歯131本であるのに対し，甕外では上顎歯214本，下顎~309本であり，甕外で上下

顎のアンバランスが著しいことからも推測できる。また釘植歯が少なく遊離歯が多いことも，

トフル墓内での顎骨の破損がかなり存在したことを裏付けているように思われる。

I 1 

釘植歯 右左

8 8 

遊離歯 50 

計 77 

l l 

釘植歯 右左

5 4 

遊離歯 59 

叶 82 

12 

表8 和野トフル墓出土永久歯

上顎歯

I 

C PMl PM2 1 I Ml 

右左 右左 右左 右左右左

5 6 6 6 8 8 4 ， 13 12 
39 53 

51 82 
！ 

下顎歯

12 C PM 1 PM2 Ml 

右左 右左 右左 右左 右左

6 8 8 12 9 10 11 12 23 22 

41 81 

61 123 
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右左 右左

6 6 5 3 

72 

117 

MZ M3 

右左 右左

17 19 14 11 

68 

174 

計

113 

214 

327 

計

191 

249 

440 I : 



体肢骨計測に関する結果および考察

保存良好な体肢骨について計測を行った結果を表9に示す。南西諸島における風葬人骨の体

肢骨に関する報告は、これまでわずかに与論島島民の上肢骨（広沢， 1959) および下肢骨（平

田， 1958) が知られているにすぎず，今回の計測結果は，部位によって資料数が僅少ではある

が，南西諸島人の当時の体格を知るうえで貰重なものといえる。そこで，与論島島民の体肢什

計測値のうち，各骨の最大長ならびに主要示数について和野トフル墓人骨のそれとを比較し，

平均値の差の検定を行った（表10)。

上腕骨では，最大長で男女とも与論島島民が大ぎな値を示し，骨体断面示数および長｝厚示数

で和野トフル墓男性の方が大きい。すなわち，和野トフル墓人骨の上腕骨は男女とも短く，男

性はやや太い形態を示しているといえる。しかし，骨体断面示数の男性左側を除いては有意な

差とはいえず，和野トフル墓人骨の顕著な特徴とはいいがたい。棧骨および尺廿は男女とも最

大長で与論島の方が大きく，骨体断面示数は逆に和野トフル墓の方が大きい。しかしこれらも

有意差は認められない。わずかに左尺骨の扁平示数で男女とも和野トフル藩が有意に大きい値

が得られている。この結果から，和野トフル墓の棧骨および尺骨は短くて骨1本中央部はそれほ

ど扁平ではないが，尺骨上部に弱い扁平性が認められたことになる。大腿骨の最大長は男女と

も与論島の方が大きい。長原示数は男女とも両群でほぼ類似した値を示すが，中央断面示数は

与論島の方が大きい値を示し，特に女性で有意に大ぎい。上骨体浙面示数では有意差は認めら

れない。すなわち，和野トフル墓の大腿什は短くて太く，骨体中央部での柱状形成は認められ

ず，骨体上部の扁平性も顕著ではない。胚骨では男女とも最大長で与論島がやや大きいことを

除くと，示数値ではほとんど差は認められない。排骨では，男性の最大長で与論島がかなり大

きく，中央断面示数では逆に和野トフル墓が大きくなっているが，後者の資料数が少ないので

有意差検定が不可能であり，特徴として認められない。

以上のことを総合すると，和野トフル墓人骨体肢骨は一般に短くて，それほど細くはなく，

筋付着部の発達等によって顕著となる骨体の扁平性などはそれほど認められない， ということ

になる。

右大腿骨最大長から算出した推定身長を表11に示す。 最大長を計測できたのは，男性で3

例，女性で2例と非常に少ないが，平均では男性で157.3cm (Pearson) , 154. 7cm (藤井），

女性で 145.1cm (Pearson), 144.3cm (藤井）と，いずれもかなりの低身長であったと思わ

れる。

B. 未成人骨

和野トフル墓からは多くの未成人廿が散乱状態で出土したが，個体識別できたものは10個体

で（表12), そのうち14号と16サの 2個（本は極めて保存良好である。各人骨の年齢推定は，歯

の形成時期や萌出時期（金田， 1957;藤田， 1965) によって行った。性別は14砂人骨が男性と
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表9 成人体肢骨計測値，

男性 女性

Martin's 

No. n
 

M S.D. n
 

M S.D. 

鎖骨

4 

5 

6 

6/1 

4/5 

上腕骨

a
 

2

5

6

7

7

8

9

0

5

1

1

4

5

4

1

1

2

3

4

2

4

 

l

/

/

/

1

1

1

1

1

1
 

6

7

骨

5

骨

1
1
3
1

撓

尺

ー

1

最大長

中央垂直径

中央矢状径

中央周

長厚示数

断面示数

最大長

全長

中央最大径

中央最小径

骨イ本最小周

中央周

頭周

頭最大横径

頭最大矢状径

骨体断面示数

長厚示数

最大長

骨体横径

骨1本矢状径

骨1本断面示数

最大長

尺骨前後径

尺骨横径

尺骨上横径

尺骨上前後径

骨体断面示数

扁平示数

6
5
7
7
7
7
7
7
6
5
7
7
 

r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
 

r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
 

r
l
r
l
r
l
r
l
 

r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
 

6
4
6
4
5
4
5
4
3
4
5
4
8
4
7
4
8
4
5
4
6
4
 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

4
5
9
0
9
0
9
0
 

1

1

1

 

5
5
0
2
0
2
7
9
7
9
0
2
7
9
 

1

1

1

1

1

1

 

5
4
1
4
1
1
3
6
7
9
7
5
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
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1
3
1
1
3
3
1
2
9
9
4
7
 

4
4
1
1
1
1
4
4
2
2
8
8
 

1

1

 

7
 0

0

 8
0
1
9
9
8
1
9
6
1
5
4
3
1
0
7
8
1
2
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

6
1
2
6
2
1
6
6
1
1
5
4
7
5
1
1
4
3
6
9
2
2
 

8
8
8
7
2
2
1
1
6
6
6
6
3
3
4
4
4
4
7
7
2
2
 

2

2

2

2

1

1
 

3
8
6
8
1
9
3
4
 

．
．
．
．
．
．
．
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4
2
6
6
2
1
3
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2
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2
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4
6
8
3
5
9
1
4
3
6
7
3
7
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3
3
3
3
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3
3
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1
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2
2
2
2
8
8
8
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2
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4
4
7
2
2
5
5
4
6
9
4
4
 

0
9
2
4
4
1
7
4
0
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1
1
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2
5
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7
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6
5
9
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7
9
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9
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0
7
5
6
8
 

•••••••• 0
9
1
1
0
0
4
6
 

ー

2
6
8
8
2
1
6
2
8
7
7
5
7
5
 

2
5
9
4
0
1
4
4
2
1
3
5
5
8
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

4
9
0
1
1
1
1
1
1
2
4
7
5
4
 

6
5
6
6
6
6
6
6
6
5
6
6
 

2
3
2
3
2
0
2
0
2
0
2
0
2
3
3
3
2
3
2
0
2
3
 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

5
4
7
9
7
9
7
9
 

3
2
8
5
8
5
9
6
9
6
8
5
9
6
 

5
6
7
0
7
6
2
7
8
9
0
2
 

•••••••••••• 8
3
8
8
0
9
3
0
5
4
1
3
 

2

2

1

3

3

2

2

8

8

 

1
1
 

5
 0

0

 3
9
4
8
9
0
4
6
3
0
7
7
0
8
0
3
7
7
7
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

3
5
0
1
7
8
3
3
1
1
4
5
1
7
5
5
4
7
7
5
9
0
 

6
6
6
6
1
1
1
1
5
5
5
5
1
1
3
3
3
3
7
7
1
2
 

2

2

2

2

1

1
 

0
0
1
3
1
1
3
0
 

•••••••• 6
4
4
4
 0

0

 
2

1

 

9
9
1
1
1
1
7
7
 

1

1

 

7
5
6
4
0
4
6
0
7
2
1
3
2
7
 

•••••••••••••• 0
5
1
1
4
3
7
7
0
8
3
5
5
3
 

2
0
1
1
1
1
1
1
2
1
8
8
8
9
 

2

2

 

1
4
1
5
9
3
4
4
5
6
6
8
 

4
1
1
1
9
9
4
6
2
2
5
4
 

•••••••••••• 7
7
1
1
0
0
3
3
2
2
3
5
 

15.25 

14.01 
1. 26 
1. 50 
0.99 
1.14 
3.27 
3.50 
3.12 
4.12 

6.24 
2.62 
1. 41 

0.82 
4.13 
5.15 

0.95 

8
2
6
5
9
4
6
3
 

0
9
4
0
9
7
8
9
 

．
．
．
．
．
．
．
．
 

0
2
1
1
0
0
8
7
 

ー

1
6
2
7
2
1
3
5
7
0
4
2
0
 

8
8
0
8
0
1
5
 0

0

 8
1
0
6
 

•••••••••••• 

9
0
1
0
1
2
1
2
1
4
7
9
7
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表9 （つづき）

Martin's 

No. 

男性 女性

n
 

M S.D. n
 

M S.D. 

a

a

a

b

a

 

1

3

4

2

7

9

l

k

8

8

9

9

 

0
 
0
 
0
 
8

8

1

牙

1

2

3

4

2

1

2

2

2

/

／

／

骨

ー

1

1

/

I

I

I

骨

1

2

6

7

8

9

0

8

6

0

塁

9

a

非

3

b

B

 ゚

腿

ー

n

,

大

ー最大長

自然位全長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

上顆幅

外顆最大長

内顆最大長

長厚示数

中央断面示数

上骨1本断面示数

全長

最大長

中央最大径

栄養孔位最大径

中央横径

栄養孔位横径

骨1本周

栄養孔位固

骨体最小固

中央断面示数

腟示数

長厚示数

最大長

中央最大径

中央最小径

中央固

中央断面示数

r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
 

3
3
2
3
9
0
9
0
9
 0

0

 9
0
9
3
3
2
4
2
2
2
3
9
0
9
9
 

1

1

1

1

1

1

 

3
3
4
3
8
7
8
8
8
7
8
8
8
7
8
8
8
6
8
7
8
8
3
3
 

r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
 

0
0
5
0
1
2
2
4
2
3
9
6
5
 0

0

 7
5
4
0
5
7
8
1
2
7
5
 

•••••••••••••••••••••••••• 4
3
0
1
7
7
7
7
8
7
1
1
5
6
9
5
1
8
0
6
1
0
0
9
9
2
 

0
1
9
1
2
2
2
2
8
8
3
3
2
2
7
7
6
5
6
5
2
2
0
9
7
8
 

4

4

3

4

1

 

3

3

 0

0

 9
6
3
8
6
3
3
1
8
1
3
1
3
7
3
7
0
7
9
6
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

2
6
7
2
8
8
3
2
1
1
3
3
0
1
0
0
3
3
5
4
 0

0

 2

1

 

2
3
2
4
2
2
3
3
2
2
2
2
8
8
9
9
7
7
7
7
7
7
2
2
 

3
3
3
3
 

7
6
7
1
6
5
6
2
2
1
9
3
0
6
2
9
 

7
2
8
9
6
5
0
1
7
8
8
6
0
1
9
1
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

5
7
7
1
1
1
2
3
2
1
1
1
2
2
4
3
 

ー

0
8
7
6
3
 

7
7
8
0
7
 

．
．
．
．
．
 

0
0
0
6
5
 

1

1

 

6
8
9
5
0
5
6
0
9
8
1
6
3
4
0
5
4
1
9
4
6
6
7
2
 

6
2
1
1
2
0
5
3
4
5
7
3
3
6
6
5
3
2
8
0
6
1
0
6
 

•••••••••••••••••••••••• 2
5
2
7
2
1
1
1
1
1
1
1
5
2
4
3
3
2
6
7
4
4
1
1
 

1
1
1
1
 

2
1
2
1
3
1
3
1
3
1
1
0
1
0
3
1
3
4
2
1
3
1
1
0
 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

2
3
2
3
7
9
6
8
7
9
6
8
7
9
6
8
7
9
7
9
6
8
2
3
 

5
 0
0
0
 3
5
3
1
1
0
0
8
2
3
7
0
3
8
7
9
5
4
4
0
 

••••••••••••••••••••••• 1
8
8
5
2
2
4
4
4
5
8
8
2
3
0
9
4
3
 
0

0

 2
4
9
1
 

7
4
6
4
2
2
2
2
7
7
2
2
2
2
7
6
5
5
2
2
9
9
7
8
 

3
3
3
3
 

5
7
0
3
7
4
3
1
9
3
3
4
0
8
5
5
7
0
2
3
4
8
0
3
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

8
0
4
4
3
4
6
7
7
8
9
0
8
9
4
8
3
5
5
5
3
5
3
2
 

8
0
9
0
2
2
2
2
1
1
1
2
6
6
7
7
6
6
7
7
7
7
2
2
 

2
3
2
3
 

1.68 
1. 56 
2.40 
2.57 
5.44 
6.42 
2.41 
1.54 
2.29 
1. 27 
2.87 

0.47 

1. 92 

2
6
8
3
 

8
6
1
2
 

•••• 9
8
6
4
 

0
7
8
1
6
8
3
0
7
6
5
0
7
0
2
2
5
8
4
9
4
 

7

5

4

4

3

9

 0

0

 9
8
3
 0

0

 1
5
7
4
9
7
5
9
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

8
8
1
2
2
2
2
2
1
0
6
7
7
6
5
5
6
7
3
6
0
 

1

1

 

0
5
5
5
 0
0
0
 5
9
2
 

•••••••••• 5
8
3
3
 0
0
 1
1
3
4
 

0
0
1
1
1
1
4
4
7
7
 

3
3
 

2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
 

1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

r
l
r
l
r
l
r
l
r
l
 

5
 0
0
0
0
0
 5
5
4
2
 

•••••••••• 1
4
2
3
0
9
8
8
3
9
 

9
0
1
1
1
3
3
8
6
 

2

3

 

-281-



表10 和野トフル募人骨と与論島島民の体肢骨計測値比較

男性 女性

和野 与論 和野 与論

上腕骨
最大長

骨体断面示数

長厚示数

椀骨
最大長

骨体断面示数

尺骨
最大長

骨体断面示数

扁平示数

大腿骨
最大長

長厚示数

中央断面示数

上骨体断面示数

胚骨
最大長

中央断面示数

腟示数

長厚示数

誹骨
最大長

中央断面示数

r
l
r
l
r
l
 
r
l
r
l
 
r
l
r
l
r
l
 

295.0 
291.1 
75.1 
75.7※ 
21.5 
21.9 

226.8 
229.1 
69.2 
68.2 

240.0 
247.7 
79.0 
75.6※ 
82.9 
79.2"'"' 

r
l
r
l
r
l
r
l
 
r
l
r
l
r
l
r
l
 
r
l
r
l
 

286.7 
281.0 
76.7 
79.8 
22.1 
22.2 

224.3 
222.8 
73.3 
71.4 

236.4 
236.6 
83.7 
83.3 
83.7 
87.1 

404.0 
413.0 
21. 7 
20.8 
100.1 
99.2 
79.7 
82.5 

327.0 
342.0 
75.3 
74.7 
70.0 
70.7 
22.9 
21.6 

305.0 
308.5 
73.9 
74.2 

407.0 
406.4 
21.0 
20.6 
104.2 
104.0 
82.7 
82.3 

333.9 
334.5 
74.0 
73.7 
72.0 
71.8 
21. 7 
22.0 

324.5 
325.1 
70.1 
70.6 

263.5 
265.0 
77 .3 
75.7 
19.7 
20.7 

196.0 
194.0 
72.3 
71.0 

220.7 
205.5 
83.1 
85.3 
85.2 
93.7 

371.5 
348.0 
20.7 
20.9 
92.5 
94.4 
79.4 
81.0 

294.0 
304.3 
75 .2 
75.3 
73.4 
75.8 
23.0 
22.3 

291.5 
304.0 
83.4 
69.2 

272 .4 
271.9 
75.9 
77.3 
20.5 
20.1 

206.9 
203.2 
67.3 
66.6 

224.9 
222.3 
77.8 
77.9 
83.0 
82.9※ 

378.9 
379.9 
20.5 
20.5 
103.2※※ 
102.2※ 
82.6 
81.5 

315.7 
315.0 
76.2 
77.1 
73.7 
74.8 
21.6 
22.0 

305.8 
306.3 
69.1 
69.0 

※ p<0.05 , ** p<0.01 

表11 右大腿骨最大長から算出した推定身長 (cm)

男 性 女 性

Pearson 
156.5 
154.1 
161.2 

藤井
153.7 
150.5 
159.9 

Pearson 
146.0 
144.2 

藤井
145.3 
143.3 

平均 157.3 154.7 145.1 144.3 
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推定される以外は不明である。頭蓋計測値を表13に，頭蓋非

計測的小変異を表14に，体肢骨の計測値を表15, 16に，化骨

状態を表17,18に示す。

14号人骨（男性・ 16歳） ＜図版3,7)

骨端部など少量の骨はII甕の中に，多くの骨はII甕近辺の'

地中に集骨された状態で残っていた。保存は極めて良好で，

ほぼ全身の骨が残っている。頭蓋は完全である。眉弓はやや

隆起している。乳様突起は太く，その表面は粗雑である。外後

頭隆起の発達はよくない。冠状縫合骨（左）が見られる。下顎

表12 未成人骨資料

人骨番号性別

14号男性

15号不明

16号不明

17号不明

18号不明

19号不明

20号不明

21号不明

22号不明

23号不明

推定年齢

成年 (16歳）

小児 (14歳）

小児 (12歳）

小児 (12歳）
小児 (8歳）

小児 (7歳）

幼児 (3歳）

幼児 (2歳）

幼児 (1.5歳）

乳児 (0.5歳）

角はやや外反し，オトガイは突出している。頭蓋の諸径は成人とほぼ同じ域に達している。脳頭

蓋の主要3示数は，中頭・高頭・ 尖頭型 (77.6,77.6, 100.0)に属している。顔面頭蓋は，広・

過低顔および広・低上顔型 (Kollmann顔示数81.8, 同上顔示数47.9, Virchow顔示数103.1,

同上顔示数60.4) に属しており，強い広・低頷傾向を示している。また中眼窯型（左眼窯示数

80.0) および広鼻型（鼻示数55,6)に属している。頭蓋の蝶後頭軟骨結合は未癒合である。歯槽

側面角は63度で，強い歯槽I生突顎を示している。歯列は次の通りである。

c
 

c
 

【竺 1;:~:::: I::::::;~:~ 
C C 

【】:未萌出

咬耗はMartinの 1-2度である。前歯部にエナメル質滅形成が見られる。体幹・体肢骨は，ほ

とんどすべての骨がほぼ完全に残っている。長さも太さも成人骨よりひとまわり小さい。上腕

骨の三角筋粗面や大結節稜は突出している。大腿骨の殿筋粗面や腔骨のヒラメ筋線は深く陥凹

している。大腿骨に第3転子が認められ，それに続く殿筋粗面は深く陥凹している。大腿骨の

粗線の発達は悪い。寛骨の大坐骨切痕が狭く，寛骨臼が大きいことなど骨盤の形状から，本人

骨は男性と推定される。骨端部の癒合が完了しているのは，上位仙椎，肩甲骨鳥口突起，上腕

骨の滑車・小頭・外側上顆，尺骨近位端，寛骨臼．踵骨隆起．第 1中足骨頭である。病的所見

として，左棧骨の遠位端付近と左中手骨 2個に，新生骨の形成が見られる。

15号人骨（性別不明 ・14歳）

横穴中央部の地中に残っていた保存良好の少量人骨である。頭蓋では，不完全な頭蓋冠，左

上顎骨片および遊離歯が残っている。歯列は次の通りである。

C 

(7) (51 (3)(2) 

(7) (4)(3)(2)(1) 

C 

C 

I o 3 4 5 6 (7) 

(2)(31 (6)(7) 
C C 

（）：遊離歯
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咬耗はおおむねMartinの 1度である。前歯部にエナメル質減形成が見られる。体幹・体肢骨で

は．，椎骨・8,胸骨，肋骨片，右肩甲骨，石鎖骨，左上腕骨，左尺骨片，左右腸骨片，右/j非骨片，

左右膝蓋廿，手の骨および足の骨が残っている。手の骨は，手根骨4,中手骨7,基節骨9,

中節廿 1, 末節骨2個が，足の骨は，足恨骨9, 中足骨6,甚節骨8, 末節骨2個が残ってい

る。このほかヒ腕骨，大腿什，胚骨などの骨端部20個が残っている。このように小さな骨や骨

端部が数多く残っているにもかかわらず，長管骨がほとんど見られないことは，葬制を考える

うえで興味深い。病的所見としては， Cribraorbitaliaが認められる。

16号人骨（性別不明・ 12歳） ＜図版3,7〉

l甕と ]J甕の間の地中に集骨された状態で発見された。全身の骨格が残っている。頭蓋の保

存は完全である。前頭結節および頭頂結節がよく発達している。府弓の隆起は見られない。乳

様突起は小さく，先端は内方を向いている。頬骨弓は細いc 外後頭隆起の突出は見られない。

全体的に丸く，弱々しい感じを受ける。前・後後頭内軟骨結合は癒合しているが，蝶後頭軟骨

結合は未癒合である。頭蓋縫合の早期閉鎮が認められる。外板では矢状縫合の後半がBrocaの3

度から 4度の閉鎮を示している。縫合が閉鎖，消失している部分は周囲よりもややくぱんでい

る。内板では矢状縫合だけではなく，ラムダ縫合も部分的にBrocaの3度から 4度の閉鎖を示し

ている。頭形の異常な変形は見られない。頭蓋骨内面の指圧痕は著明ではない。脳頭蓋の主要3

ぷ数は短頭・高頭・尖頭型(80.0,80.0, 100.0)に属している。顔面頭苫については， Kollmann

顔示数(86.1)および卜顔示数(50.4)は中頻・中上顔型に， Virchow顔示数 (112.5)および上顔

示数 (65.9)は低顔・低上顔型に属している。また眼窯示数は86.1で高眼腐型を，鼻示数は57.1

で広鼻型を示している。歯槽側面角は76度で突顎に属している。歯列は次の通りである。

[_S_I ili 1 :i O I I ゜ 23~□ 
【8]76 5 0000 0004 5 6 7(8】
C C C C 

咬耗はおおもねMartinの 1度である。体幹・体肢件では，頸枡 1個と，左腸骨以外は骨端に至

るまでばは完全に残っている。尺竹の方形[11]内筋の起始部，大腿骨の杞線や腟廿のピラメ筋線

など筋付行部がやや発達している。長什の廿体はどれも細い。坐廿と恥骨間の癒合が完了し，

第4第 5仙柑が外側部で樹合している。病的所見としてCribraorbitaliaが見られ，第2胸椎

に脊椎披裂が認められる。

17号人骨（性別不明・ 12歳）

Vlll甕内とその近辺の地中に散在していた。頭蓋底や煩面の一部を欠く不完全な頭器が残って

いる。頭頂結節がよく発達している。フシュケ孔（左右）が見られる。蝶後頭軟骨結合は未癒
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' 

合である。後後頭内軟骨結合は癒合している 0 前後頭内軟骨結合は癒合していることがf想さ

れる年齢であるが，未癒合である。歯列は次の通りである。

1 G s 4 :3 2 o I o o :3 o o 6 1 
7 (6)(5)(41 
C 

ill I ill (4)15) 6 17) 
C 

咬耗はMartinの 1-2度である。卜顎犬歯にエナメル質減形成が認められる。 1本幹・ 1本肢骨で

は，椎骨3個，左右鎮骨，左右上腕骨，右f党骨片，左尺骨，中手骨 1個，左腸骨，右坐骨，右

恥骨，左右大腿骨，左腔骨，左排骨，左膝蓋骨および中足骨 1個が残っている。大腿骨の殿筋

粗面がやや陥凹しているが，筋付行部はそれほど発達していない。

18号人骨（性別不明 ・8歳）

20号人骨とともに,1甕内とその近辺の地中に散在していたもので，少量しか残っていない。
頭蓋では，側頭骨片 1個と遊離歯が残っている。遊離歯の内訳は次の通りである。

C C 

冒
乳歯には歯根吸収が起こっている。咬耗は，乳歯がMartinの2度で，第 1大臼歯が 1度である。

未萌出と思われる形成途中の永久歯が9本残っている。このうち下顎犬歯にエナメル質減形成

が見られる。体幹・体肢骨では，椎骨3個，肋骨片，右鎖骨片，右上腕骨片，左右f虎骨，右尺

骨，中手骨 1個．右坐骨，左右大腿骨，左右排骨片，左右膝蓋骨，左右排骨片，足の舟状骨 I,

中足骨3個および少数の骨端部が残っている。殿筋粗面や尺骨粗面がやや陥凹している。

19号人骨（性別不明.7歳） ＜図版4,8) 

XII甕内と近辺の地中に散在していたもので，ほぼ全身が残っている。頭蓋Ii,右側1/4ほどを

欠いている。眉弓の隆起は見られず，乳様突起は小さい。前頭結節は膨隆している。頭薔の計

測値を表13に示す。観察では，頭型は中頭型，顔面は低顔傾向を示しているようである。眼窃

示数は91.4で高眼甜型に｀鼻示数は53.8で広鼻型に属している。鼻根部は扁平である。前頭縫

合が鼻骨の上方に15mmほど残存している。ラムダ小骨，フシ 1 ケ孔（左）と内側口蓋管骨橋（右）

が認められるつ前後頭内軟骨結合は未癒合で，後後頭内軟廿紺；合は癒合している。歯列は次の

通りである。

〗~~ロ,:1 :;;~!: 
C C C 
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表13 未成人頭蓋計測値

Martin's 14乃 1,r)1 'J し ]~) } ; 
l¥;o. 16歳 12歳 7歳

I 頭誼最大長 174 Hi5 

8 頭蓋最大幅 135 1:32 

17 ／＼｀ジオン・フレグマ心i 135 132 

8/1 頭祥長輻ぷ数 77.6 80.0 

17/1 頭蓋長高ぷ数 77.Ei 80.0 

17 /8 頭蓋幅高ぷ数 100.0 100.0 

20 耳フレクマ高 109 120 112 

20/1 頭長耳，:・;;ぷ数 62.6 72.7 

20/8 頭幅耳高ぷ数 80.7 90.9 

5 頭蓋拮底長 100 89 ， 最小前頭輻 91 88 90 

10 最大前頭輻 114 108 112 

11 両耳幅 120 119 

23 頭蓋水平居］ 499 180 

24 横弧長 249 250 

25 正中矢状弧長 358 355 

26 正中矢状前頭弧長 121 130 114 

27 正中矢状頒項弧長 130 123 130 

28 正中矢状後頭弧長 104 102 

29 正中矢状前頭弦長 109 109 101 

30 正中矢状頭頂弦長 114 108 114 

31 正中矢状後頭弦長 90 88 

40 顔長 99 83 

43 上韻幅 99 92 92 

44 両眼腐輻 gs 86 ss 
45 頬骨弓幅 121 115 

46 中韻輻 96 88 

47 頗高 99 99 

48 k顔高 58 58 49 

47/45 Kollmann韻ぶ数 81.8 86.1 

47/46 Virchow頓面示数 103. 1 112. 5 

48/45 Kollmann h韻ぷ数 47.9 50.4 
48/46 V,rchow卜顔ぷ数 60.4 65.9 

50 前眼紅間輻 21 18 19 

51 眼窃幅（左） 40 36 35 

52 眼認高（左） 32 31 32 

52/51 眼揺ぷ数（左） 80.0 So. I 91 4 

54 鼻幅 25 24 21 

55 鼻高 45 ,12 39 

54/:i5 昴示数 55.6 :i7. 1 51.8 

57 鼻骨最小幅 11 ]() 8 

72 令側面角 78 88 

74 歯槽側面角 63 76 

65 ド顎頭間輻 1 07 

66 F加角輻 93 78 88 
6811) F顎骨長 (97) 81 (80) 

69 オトガイ高 26 25 
69(1) ド顎体高（左） 21 25 20 I ti) 
69(31 下顎体原（左） 14 13 13 

70 a 下顎頭高（左） 45 35 42 (-ti! 
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表14 未成人頭蓋の非計測的小変異

11号

16歳

15号

14歳

16号

12歳

17号

12歳

19号

7歳

20号

3歳

21号

2歳

22号

1.5歳

ラムダ小骨

ラムダ縫合骨

横後頭縫合痕跡

アステリオン小骨

後頭乳突縫合骨

頭頂切痕骨

翼上骨

前頭縫合残存

眼窃J:神経溝
眼窃卜今縁孔

硬膜眼麻孔

横頬骨縫合痕跡

口蓋隆起

内側口蓋管

外側口蓋管

顆管欠如

後頭類前結節

第 3後頭顆

後頭顆方突起

舌下神経管二分

頸静脈孔二分

外耳道骨瘤

フシュケ孔

ベサリウス孔

卵円孔形成不全

翼棘孔

床状突起間骨橋

副オトガイ孔

下顎降起

顎舌骨筋神経管

++ 

＋＋ 

―・-l 

＋＋ 

!
！
！
！
！
！
 

／
 
，
！
！
！
！
！
！
 

—+ 

＋ 

/-

/-
／＋ 

/-

／＋ 

++ 

—+ 

—+ 
十一

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
/
I
I
I
/
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

/>

IIIIIIIIIIIIIIIIIIII
十一

I
I
[
／

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I□

 

十一

/-

十一

/

-

I

 

I
I
I
 
+
I
I
I
I
I
I
I
 

+
I
I
I
I
I
I
-

／＋ 

I I 
／ 

/-
ー／

I I 
/-

!+ 

I

I
□

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
/
I
-
I
[
/
 

•

[/

III-

—
-IIIIIIIIIII 

I I 

＋＋ 

I I 
/-
／／ 

I I 
ー／

ー／

+
I
-
I
I
-
I
I
 

+
／
I
I
I
I
I
I
 

＋：有， ー・紐
•、‘‘‘’
／：観察不能． 記載は各個体，各項Hとも右， （正中）， 左の順．
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表15 未成人体肢骨計測値（右側，骨体に上下骨端を接合して計測）

Martin's 

No. 
計測項目

14号

16歳

16号

12歳

上腕骨

1 

2 

5 

6 

7 

7a 

6/5 

7 /1 

枕骨

1 

3 

4 

4a 

5 

5a 

5 (5) 

5/4 

5a/4a 

大腿骨

1 

2 

6 

7 

8 ， 
10 

8/2 

6/7 

10/9 

胴骨

1 

la 

8 

8a ， 
9a 

10 

10a 

10b 

9/8 

9 a/Sa 

10 b/1 

最大長

全長

中央最大径

中央最小径

骨体最小周

中央周

骨体断面示数

長1早ぶ数

最大長

骨体最,J詞
骨体横径

骨体中央横径

骨体矢状径

骨体中央矢状径

骨体中央周

骨体断面ぷ数

中央断面示数

最大長

自然位全長

骨体中央矢、:fk径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

長厚示数

中央断面示数

Li肘本浙面ボ薮

全長

最大長

中央最大径

栄養孔位最大径

中央横径

栄養孔位横径

骨体周

采養孔位周

骨体最小）呑l
中央断面示数

腔示数

長厚示数

250 

249 

20 

14 

51 

56 

70.0 

20.4 

198 

35 

14.5 

13 

10 

10 

38 

69.0 

76.9 

226 

17 

12 

46 

49 

70.6 

168 

30 

12 

11.ci ， 
， 
31 

75.0 

78.3 

367 

363 

21.5 

23.5 

71 

27 

22 

19.6 

91.5 

81. 5 

333 

332 

20 

19 

61 

23 

21 

18.4 

105.3 

91.3 

304 

311 

23 

25.5 

19 

21 

66 

73 

64 

82.6 

82.4 

21. 1 

262 

267 

19.:i 

24 

17 

18.5 

58 

68 

55 

87.2 

77.1 

21 .0 

注.14号の大腿骨と16号の枕骨ぱ左側資料
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表16 未成人の体肢骨骨体計測値（右骨体だけをMartinの計測法に準じて計測）

Martin's 計測項目 14局 15号 16号 17号 18号 Ii 19号 20サ 21砂 22砂 2:0砂

No. 16歳 14歳 12歳 12歳 8歳 7歳 3歳 2歳 1 .5歳 0.5歳

鎮骨月体

1 最大長 112 105 99 69 
4 中央堆直径

I嘉 8 ， 8 5 

5 中央矢状径 13 7.5 7.5 6 
0 中央周 30 34 27 28 17 

6/1 長 1享ふ数 26.8 32.5 27.3 2,1 .6 

4/5 断面ぷ数 90.0 61.5 120.0 lOG.7 83.3 
臼宛竹寸手1本
1 最大長 237 214 162 

5 中央最大径 19 17 16 14.5 10 

6 中央最小径 14 12 13 11 8 

7 什1本最小1丙l 51 46 47 42 28 

7a 中央周 54 49 49 43 30 

6/:i 付·イ本断［加J~数 73.7 70.6 81.3 75.9 80.0 

7 /1 長）厚示数 21.5 21.5 25.9 

桃骨寸ナイ本
1 最大長 184 158 

3 骨（本最小／者］ 35 30 

4 骨体横径 14.5 12 

4a 骨体中央横径 I 14 11. 5 

5 骨体矢吠径 10 ， 
5a 骨f本中央矢状径 10 ， 
S(S)廿1本中央旧 38 31 

5/4 骨体断面示数 69.0 75.0 

5a/4 a 中央断面ぷ数 71.4 78.3 

尺骨骨f本
1 最大長 207 174 138 

3 骨体最小同 34 27 26 

11 尺骨前後径 I 12 10 9.5 8 

12 尺骨横径 12 12 11 11 

ll /12 骨体断面ふ数 100.0 83.3 86 .4 72.7 

大ll退:・ト骨1本
1 最大長 334 303 315 230 

6 骨体中央矢状径 21 20 20 15 15 11 11 10 8 

7 骨体中央横径 24 19 22.S 16.S lfi 12 13. 5 12 ， 
8 骨体中央周 72 61 67 51 50 39 40 35 ！ 28 ， 骨・j本K横径 27 23 26.5 22 21 16 

10 骨体L兄 l犬径 22 21 22 16 13 

6/7 中央断面ぷ数 87.5 105.3 88.9 90.9 100.0 91. 7 81.5 83 .:o 88.9 

10/9 「＿骨1本断面ぶ数 81.5 91.3 83.0 76.2 81.3 

り'E骨骨f本
la 最大長 277 238 187 

8 中央最大径 23 19.5 15.5 13 8 

Sa 栄養孔位最大径 25.5 24 17.5 14 ， ， 中央横径 19 17 13.5 11 8 

9a 栄養孔位横径 21 18.S 15 12 ， 
10 骨f本店］ 66 58 47 39 32 

10a 栄養孔位1吾］ 74 68 53 43 34 

10b rl体最小周 64 55 47 38 

9/8 中央断面ぷ数 82.6 87.2 87 .1 84.6 100.0 

9a/8a II杯i,i;l数 82.4 77 .1 85.7 85.7 100.0 

ll非骨骨体
1 最大長 232 

2 

中央最人径数口" 

10 

3 中央最小径 5 8 

4 中央周 30 

3/2 中央断面示 4 80.0 

; I: 1 . 14砂のII倅骨， lfi号の枕骨. 17バの卜.II)江・l'J-・ 尺件・大II山骨， 19砂のいl宛骨・大腿骨・い骨. 21砂
と22号の大II退'「L 23 砂の IIけ')•;;t/1'1!¥IJ資料

ふ 2. 14);-の/・.腕骨で1よ滑中・小mが，/(月で｀｛土近位瑞がjを合してし Sる
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14号

16歳

表17

15号

14歳

化骨状態

16号 17号

12歳 12歳

(1) 

18号

8歳

19号

7歳

現代人※

男性 女性 （年）

頭蓋

椎骨

籟骨

肩甲骨

上腕骨

枕骨

尺骨

寛骨

大腿骨

腫骨

排骨

踵骨

蝶後頭軟骨結合

前後頭内軟骨結合

後後頭内軟骨結合

椎弓と椎体

仙骨

胸骨端

肩峰

鳥口突起

内側縁

骨頻

内側上顆

外側上顆

滑車

小頭

近位端

遠位端

近位端

遠位端

腸骨稜

寛骨臼

恥骨と坐骨

坐骨結節

骨頭

大転子

小転子

遠位端

近位端

遠位端

近位端

遠位端

踵骨隆起

-
＋
＋
＋
△
 

I
I
I
+
I
I
I
I
I
I
I
-
I
-

+
I
I
I
I
I
I
I
I
I
-

I
I
/
+
／
 

-
+
+
＋
△
 

-
＋
 

-
＋
 

—+ 

-
＋
+
+
 

-
I
I
 

／
 -

I
 

-
I
 

-
I
I
I
I
I
-

＋ 

—++ 

-
I
I
 

＋ 

ー

／

／

／

／

／

-
I
I
-
I
I
 

ー
／

-
I
 

△

/

 
-
＋
 

/
＿

/
I
I
 

-
I
I
I
I
I
I
 

I
I
/
 

24 

17.5 

16.5 

17.5 
17 

16 

16.5 

15 

16 

18 

15.5 
18 

20 

16 

8 

20 

16 

17 

17 
18 

16.5 

16.5 

16.5 

16.5 
14 

23 

16.25 

15 

17 
15 
14.5 

14.5 

13 

14 
17 

13.5 

17 

20 

14 

7 

20 

15 

16 

16 
16.5 

16.5 

15 

16.5 

15 

13 

＋：癒合完了 △：癒合途中 ー：未癒合 ／：観察不能 ※鈴木 (1943)

表18 化骨状態 (2) 

20号

3歳

21号

2歳

22号

1.5歳
23号

0.5歳

頭蓋

椎骨

大泉門

小泉門

前後頭軟骨結合

後後頭軟骨結合

左右の椎弓環椎

他の頸椎

胸椎

椎弓と椎体

I
I
 

I
I
 

-
+
／
 

-
I
I
+
 

-
＋
＋
 

+
／
 

I
I
I
I
-
I
I
I
 

＋：癒合完了 ー：未癒合 ／：観察不能
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咬耗は孔歯ではすヘ-cMartinの2度，永久（北の第 1大臼歯は 1度， t顎中t]J1'曲は0度である。

k卿国））歯にエナメル'{'I滅形成が兄られる、，体幹・体）］支ヽi'lでは， しヽくつかの利骨，胸性，右鉛

骨， ,(; 棧骨， .{j恥骨， 『の廿および足0)骨以外すべて残ってしヽる。 l:IJ宛廿0) :_1り節沐且rtri,J□1 
の廿間討および大腿骨の粗線はやや張り出してしヽる 3 大腿骨廿1本f-_一部はやや扁平である ([・_f'j-

体!*Ji面ぷ数76.2), fff骨のf/r(体とff紅｝は癒合してしヽる 釘的所見としてCribra orbitaliaが見

られる" X線所兄では大I]赴11-ド端およひIJ;¥'f'j-l: 下端にハリス線が，，忍められる）

20号人骨（性別不明 ・3歳）

18砂人骨とともに＼］甕内とその近辺の地中に散在していたもので．少：化しか残っていない，9

頭証では，少しの頭鐙骨片と遊離歯があるぐ 1ifi・後後頭内軟廿結合は未癒合である。遊離歯の

内，沢は次の通りである

~ 
咬耗はすべてMartinの 1度である。ほかに未1iり出と思われる形成途中の水久歯が8本残ってい

る， 1本幹・体jj支廿では，［『骨，胸骨片，肋骨片，右鎮廿片，右I:腕骨片，布棧骨片，左腸骨片，

右小性．右恥廿，左右大腿骨および左右IJ'i'.'けが残っている。柑廿のtit体と椎弓は未癒合である

が．左右のff(弓は胸枡において樹合を完［している。

21号人骨（性別不明・ 2歳）

x甕内とその近辺の地中にあった。頭蓋では， 多数の頭苫骨片およびド顎骨が残っている。
得られた社測値：土，オトカイ高19mm.下顎休高17mmおよび下顎体厚llmmである。フシュケ孔

（左右）および舌ド神経特二分（左）が認められるぅ 1)iJ・後後頭内乾骨結合は未癒合である 0 僅

列は次の通りである。

餃耗は旦，可かMartinの 1 度である旦巨to 度で1iり出途中と、1はわれる。1本幹•印l支骨では， ff(骨．

肋骨}¥・, 左{i釣-I')・, 左{i f-JI宛骨n・.1汁甕i'l-1『，中手-1']・2個，左恨骨，左恥骨， f1:大腿骨， ,{jlj:;(
骨および指骨.I個が残＇）てし＼る 環柑の左［の枡弓は末疱合であるが，他の頸枡と胸枡では疱

合している，、
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22号人骨（性別不明・ 1.5歳）

横穴中央付近の地中に残っていた。頭蓋では，不完全な頭蓋冠と上顎骨片および下顎骨片が

ある。計測可能な部位は，最小前頭幅75mm,上顔幅76mm,内眼窯間幅71mm,下顎体高15mm,下

顎体原10mm,最小枝幅22mmである。小泉門は陀鎖しているが、大泉門は閉鎖していない。プム

ダ縫合骨（左），フシュケ孔（左右）が見られる。歯列は次の通りである c

【E】DOOAI (8) 
(B) D[ E】

咬耗はMartinの0-1度である。イ本幹・体肢骨では，椎骨，肋骨片，右鎖骨，右k腕骨，右棧

骨片および左右大腿骨が残っている。筋付着部の発達は弱い。椎骨の左右の椎弓iよ胸椎では

癒合しているが，頸椎では未癒合である。病的所見として， Cribraorbitaliaと．頭蓋骨の

内面に骨膜反応性骨新生が認められるっ

23号人骨（性別不明 ・0.5歳）

横穴中央部の地中に残っていた。頭蓋骨片多数，遊離伯3本 (_El,旦，巨），椎骨，肋骨片・,

右上腕骨，右尺骨，左右不明撓骨片、左右大腿骨および左右胚骨が残っている。環椎の左右の

椎弓は未癒合である。病的所見として，頭蓋骨内面に骨膜反応性骨新生が認められる。

未成人骨に関する考察

和野トフル墓から出土した人骨を約50個体と推定すると，そのうち未成人骨が10体含まれて

いることから，未成人骨の占める割合は約20%であるつこれを，同じ江戸時代に属する東京都

一橋高校遺跡人骨（森本ら， 1985)における小児・乳幼児の占める割合58.4%と比較すると，本

トフル墓のほうが著しく低いという結果になる。しかし別項のエナメル質減形成の観察では，

本トフル墓の人びとは小児期にかなりのストレスに見舞われたことがうかがわれるので，この

割合は低すぎるように思われる。死産児は産家の軒下に坪葬されることがあり，まだ幼児の場

合，簡単に埋葬されて改葬されないことも多いというから（恵原，1979;笠利町教育委員会・跡

見女子大民俗文化研編， 1983) , トフル墓に納められなかった未成人個体が存在することも考

えられる。

頭蓋計測が可能であったのは14号， 16号の 2f列である。脳頭蓋は14号 (16歳）が中頭・高頭

．尖頭型に， 16号 (12歳）が短頭・高頭・尖頭型に属している。顔面頭蓋はどちらも強い低・

広顔傾向を示している。

体肢骨では，全般的に筋付着部が比較的よく発逹していることがやや特徴的である。

化骨状態では，頭蓋の蝶後頭軟骨結合はいずれも未癒合である。前後頭内軟骨結合は， 14号

(16歳）と16号 (12歳）で癒合しており， 19号 (7歳）では未癒合である。これは赤沢(1971)
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による癒合年齢 (8--10歳）に ・f'J.してし)るか， 17砂 (12;歳）で未癒合な例が見られ，興味深

い後後頭内軟骨鈷合は19り (7歳）以降の年齢のものは癒合しており，赤沢 (1971)による癒

合年齢 ((3-7歳）と合致してしヽる 0 枡骨の左右tff弓の癒合は，牛後 1年以内にまず腰trnから

始まり'-)し)で胸枡，頸枡と !I厠次進んでし¥< , またfffi.¥とff('f木は 3年から 6年で癒合するとい

う (Williams&Warwick,1980)。19砂 (7歳）， 20砂 (:3設）， 21り (2嶽），22号(1.5歳）．

23,} (0.5歳）の所兄はこれら：こー政している。窃骨の恥骨恨骨間は16り (12歳）では癒合＇ツ

ており， 19り (7歳）では未癒合であるこれは現代人（鈴木， 1943) の男 8年，女7年とい

う年齢に反していない 14砂はいくつかの部位が屹合しているか， これは現代人の 16設の化甘~

状態ととの項tiにおし＼ても和青しない。以 I:のように和野トフル熔未成人骨における化骨状態は

現代人と大芯ないようである。術的所見については別項にゆずる戸

c. 病的所見

I) 頭器

比較的保仔のよか＇）た成人頭篇 (I-13砂）については，計測・観察所見の項の歯式に付，記

した歯 1こ閃連する疾患以外に，特に病的所見は認められないe このほか，多：心に残存する頭蓋

片のなかに，副鼻腔領域の広範な異常を示す］例が見いだされた。この変化が兄られたのは，

＼甕に納められていた汎年女性と推定される個体の頭苫である。左右の側頭部から前頭骨を経

てF顎骨に至る部位が保存されているが，上韻部が一部破捐しているため， J: 顎洞，蝶形骨

属前頭洞など副鼻腔内面の観察は比較的容易である。左右卜.顎栴］の休］壁は，全域にわたって

•著明な骨肥 1旱をきだし，表面は [ll]凸不平で多数の小孔が見られる（図版 9) 。 骨壁の/'/さは最

I'/部で約6mmに逹している。右上顎体前面の眼認―・ド孔直―Fや頬骨突起悲部には， I舟頁洞内と交

通する財孔が開IIし，周辺部(/)i'l表面は本来の平滑さを失って粕雑とな、）ている。両側の卜顎

体側頭F面では歯槽孔が掠大し，その固罰は内壁とよく似た不平な表面性状を情している。蝶

膨骨洞におしヽても内壁の廿肥原が進行しており，内腔は正常の状態に比してはるかに狭小とな

')ている。左右前頭洞内面に軽度の肥I'/が見られるほか，わずかに残存する師骨片や鼻骨後面

にも軽度の知伯I牛反！応が表れている。以卜心の所見は， I: 顎洞と蛛形廿・i[rijを中心に慢性の化謄['I:

炎症が仔在し， これが副鼻腔のほぼ全域に広が→ ていたことを示している 0 b{lj恥腔炎が枯膜1こ

ととまらす，廿既に及／しで'f'r膜ドの骨祈生を促し、さらには凄孔を介して洞外にも炎症が波及

したとみられる 副り闘',ドの枯/j惚は鼻腔，咽頒の炎址や歯庄恐が1泉l"-1となってしばしぱ炎症を起

こす 最も発牛頻度が高いのは I・顎洞炎であるが，その1原因が歯にあるものを特に歯f・ll::Jff;M 

炎どしヽ う，へ本例は， ドの陥式 1こぷす通り牛前喪失歯が多く， f渭且歯机部の骨吸収も苦しし、0

● ooe/● ● 1///● 5~~ 
••••oo/ //:3●●●  7 
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詳細な鑑別診断は稿を改めて行いたいが，副鼻腔炎の発生頻度や歯列の状態を考慮すると，本

例は，上顎歯を原因とした歯I生上顎洞炎が，鼻道を介して蝶形骨洞その他の副鼻腔に拡散した

可能性が高いと考えられる。

未成人頭蓋 (14~23号）については，鉄欠乏性貧血と関連があるとされるCribra orbitalia 

が，観察可能な 5個体の眼窃のうち 4個体の眼窯に見いだされた。 16号 (12歳）では頭叢縫合

に部分的閉鎖が見られる。外板では矢状縫合の後半がBroeaの3~4度の閉鎖を（図版3).内

板では矢状縫合とラムダ縫合が部分的に 3~4度の閉鎖を示している。岡田 (1962)によると、

矢状縫合は全縫合のうち閉鎖開始が最も旱く，閉鎖の最低年齢は男19歳，女20歳であったとい

う。矢状縫合が極めて早期に閉鎖すると頭蓋の幅の発育が妨げられ，代償として頭蓋は前後方

向に長くなると考えられる。しかし16号の頭型は短頭であり，頭蓋にゆがみなど異常変形は見

られない。また頭蓋骨内面の指圧痕も著明でない。 16号の頭蓋縫合の閉鎮が病的なものであっ

たのか，単に閉鎖が早期に起こった変異例であるのか，判断は困難である。 22号 (1.暉息図版

9) と23号 (0.5歳）の脳頭蓋内面には骨膜反応性骨新生が見られ． 髄膜炎など炎在が存在し

たことがうかがえる。

2)歯

本トフ）レ墓から検出された歯には，咬耗が高度なものや多鼠の歯石が付着しているものが多

く見られた。また正確な頻度は算出できないが，麟蝕も極めて高い頻度で認められだc

このほか，歯に見られる小病変としてエナメル1芍減形成がある。人の永久歯は出生時から 6

~7年までの期間にわたって顎骨の中で形成される。この時期に栄養障害や重い疾患といった

ストレスに見舞われると，歯のエナメル質形成が一時的に阻害されることがある。ストレスか

ら解放されるとエナメル質形成は再開するが，阻害された部分は，歯を帯状に取り巻く小窯や

溝となって生浬残る。これがエナメル質減形成である（図版9) 。エナメル質減形成を調べれ

ば，その個体に当時作用していたストレスの程度が推定できる。また歯面における減形成の位

閥から，ストレスが作用したおおよその時期も推定可能である。

本トフル墓では34個体分の下顎犬歯が観察でぎたが，遊離保が多く，性別・年齢はほとんど

不明である。減形成はこの34個体中21個体に見られ.61.8%という高頻度を示した。また21個

体のうち， 12個体はストレスを 1回受けたと思われる（減形成数が I)が．複数詞のストレスに

見舞われた個体もあり， 7個体は2回， 2個体は 3[u]のストレスを経験したと推定される。下

顎犬歯の歯冠形成は生後0.5年に始まり，6.5年に完成するという (Massleret al. ,1941)。こ

の歯冠形成時期を， 3回のストレスを経験した18号人骨に当てはめると、この個体は生後3.5~

4.0年に 1回， 4.0~4.5年に 1回， 4.5~5.0年に 1同と，計3回ストレスに見舞われ. 8歳で

死亡したと推測される。減形成の発生時期，つまりストレスの作用時期は生後;j~5年が最も

多く， 3年未満と 6~6.5年に発牛したものは見られなかった。また、減形成の程度は軽度の変

化がほとんどで，変化の高度なものはなかった。生後3年未満に発生した減形成や．程度のひど

い減形成が見られないのは，強いストレスや生後早い時期にストレスを受けた個体は．‘片時の
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環境ドでは牛存できなか）たためと息われる エナメル閃戚形成か高粕度で出現しているこピ

と合わせて考えると，

3) i本且令・ 1本!!支i↑

1ヽiII.¥礼ゾ））祈足しし渭；．活環境がうかがえる

1本直令・ 1本II支骨iこつし＼ては， ますばほ全均の骨格か残ff-している 9個体 (I,

乃人骨およびIV,
，
 

・
!
 ＼
 
IX (男・女）甕内人骨'i に閃しで個体別観空を行った，

2 `  3
 
、’

，
 

L
ヴ
，
 ，
 

このうち拓的所

兄が認められだのは，次の 6個体である．）

I ;}A-/'l・（リHt・が丸｛ド）

変形性閏節症が全身の各郊に兄られる． 介柱では正中環軸関節や下位胸枡～第5!JttifのHf間

閃節面に多孔化や辺けの叶増殖が認められ．

まだ． Iii. IIず．股など大閃節の閃節面辺杖に骨増殖が見られる，3

9 i;Af'l・（リH'I=.、、11:if'.J

第11胸枡に軽度の1)fj方庁状化およひfl(f本Fi面1fi縁部の不整化と小孔形成が見られる''また，

枡体 I・.面には、/_]ーモール結節の）n跡がある，第5勝枡は仙枡化しており，

ill日']-クト(Iii);訊と 合、してI]嬰仙移行杓’ーを形成してし)るっ

残して左右0ぅffP}ガ合する第2仙枡を除ぎ．

欠担してし lる、ヘ

I\ 閃〖内 /dJ·( 女性・，:[!:年）

訂~:3~ 召II町IH本i刀崩吠には骨棘が形成されている

この仙骨には披裂傾向か見られ，分離線を

第 I. 第~~ ~ り仙杵は正中仙l'l・稜付近を先｝ぐ『1:に

ほぱ全身の関iW惰ii域に変形袢．関節症が見られる・,

両側横突起か完全に

このうち最も評明な変化を示すのはIJ杢閃節

吋'-r,、
II J C' 閃節面辺奇吠の骨•緑堤や， 閃節面の不整小院起， 序耗面が見られる。特にれ膝蓋骨閃節面

の内側‘ドでは数危の縦溝を伴＇）た沿沢面が形成されてし)る" また，残存する第 51]要柑体は，閃

似l盟杖9)'二のほか， 尺骨骨体脊枡分離甜と考えられる節突起凰'fl!でHfr3か離間してお

I: ー；';;/;の滉ぷな肥大と， 左踵骨体―ド面の特異なポll雑郊が存在するか， fi;f/Jcjは不明である

＼閃愁l付）dl・ (リ｝／＇牛・が丸 'rj'.)

I\~tr付）dl・ とf,i]tRIこ． 全易的に変形/'ti閃節研が見られるが， その変化はさらに進行した状態

入〉ぁ
f

)

 

9
¥
 

)JJ且j'jトー、rオ:,-よひ伽ヽ、fl'I・.下は欠担して＼ヽるが，両側IW箱i'l閃節面に形成された滑沢な

序耗面 (I情）版9)から推して. IJ餐閃節柾か印'1'てあ）たことはHr実である まだ， hi.IH, I! 梵

など豆））＜閃i'ii'jだ、:tでなく． 仁兄(/)小閃節にお''で ti,閃節面辺縁い骨附航が拷し'¥ {, T:0) 

大蕊形廿・o-iHl↓中手閃節面にぱ叶＇｝沢 [(Jjf, 形成さ 11ごし＼る

I\ 見~I付）¥;]・（リ｝性.:[J (ド）

第 IIJ(,u札(c})4! 東完,Ii'.中央；·m 力哨J!/,,)(1'~1 こ /j['; 大し・cわり， if汁む•骨すJi·OJuft克'Itかある また， 第りii炭

札fi.tf1l1l/lfじし． 完全1.::f1l1f'J・, ・ピ '(fしてい→ (I叉1版9) 1,!,jf![ljl)印れ望l'l、)）WJi'ii'irf1i1J、J{!lij'j',Iこ1よi乏ff6mm 

ばピのイヽ東ドな降，いが形成されており，左側て！［降起Cl)i,';][JIJ Iこ海鉗＇りか：ぷ出してし＼る 変形'『[:t見1

社'ji 筐 O)•lfi炉かど杓えら il心

[\吼~,人1人f'l(女It・ ・/1: 年）

］し{1-1);、J・J-の内側は I・.;';I! を1j1,C,,iこ，紡飩形在した暑叫な骨肥1いかあり， 二のi,'r)lillに徽訓溝力発
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達している。右腔骨では骨f本F部にも肥呼が兄られるが｀左側は同郊を欠担している 3 慢性の

炎症反応による変化と考えられるが，）j北性，大腿廿は腐食や欠担のために，観察不能であ。 t 

肢には特に涅常所見はない。

このほか，個体識別を行えなかった1本幹・ 1本/j支叶について骨種ごとの観察を行った（表19J 

体幹骨では、脊柱疾患として，椎体辺縁の骨蛛形成と椎間関節の退行性変化をt体とする変形

性脊椎症（図版10) が数多く見られたほか，腰椎の脊椎分離をポす椎体片 3例と椎号片3f列，

腰仙移行椎3例，仙骨披裂の傾向を示すもの 2f列，癒合椎 1f列(Th9-10, 図版10) が認められ

た。体肢骨に多く認められた骨病変としては，変形性関節症（表20) ど慢性炎祉性変化（表21)

があげられる。変形性関節症は，関節面辺縁の骨増殖（骨橡堤）や＂関節面の粗雑化・摩耗と

いった退行性および増帷性変化を特徴とする。その多くは，加齢的変化に長期にわたる力学的

負担が加わって発症するといわれるが．比較的高齢とみられる個体の少ない本トフル墓におい

て多くの症例が見いだされたことは，当時の労働条件の厳しさを反映したものと考えられる。

また，下腿骨を中心に見られる微小孔・微細溝を伴う骨肥厚や、多棘I牛新生骨などの変化は呵

手・足の指骨先端に見られる萎縮と合わせて＂全身性の慢性炎症によるものと思われる。なお．

頭蓋にはこれに関連するような病変は見いだされていない。

表19 病的所見の観察資料数 表20 変形性関節症

右 左

肩甲骨 5 (12) 5 (13) 叶甲廿 関節窃

鎮骨 11 (25) 10 (24) 叶雌関節 1(1i

ト上肱計才 8 (26) 5 (27) 鎖 、9"、し 胸廿端

柑見 骨 9 (20) 13 (25) /1]雌瑞
r( 骨 7 (16) 10 (19) 

K腕 i'l・ 近位関節面 I1,i i 
寛骨 5 (15) 1 (12) 

大腿骨 5 (24) 5 (20) 遠位関節［面 I!トI'

賠｛ 骨ァ 6(21) 6 (19) 境 f'j- 近位 1悶i'if'jI面 III、I!

膊骨 2 (18) 4 (22) 遠 f,'「関；•;i I面 ！ ］・限 I

月奈蓋骨 19 (21) 17 (22) )~ ,,,I] ,, ,il F「I切Ni1面 III、J1 

）なしは保存良好な資料
促 ,, ll 【L 、,；芯 l'I1・1 I I)店，

）内は一部欠損のあるものも含めた資料数 大 II退i'J 近 1:「/¥'IN,I釘 Ilj'j 

心位 l¥ll面 l>li I lf¥i' 

り'f i') 直： Pl梵・INi 1旬 (!j¥

表21 慢性炎症性変化 心lP: I見Ii,t1 1wi I 閑 I• II赴

IIJI' ii 9立1:(戌Iiii、11和 1机1「!J此

右 左 膝益骨 ljl'I梵Iiii、,1fri 
' ~ " → - - - -- -—ー・，--

｛ ， ーー

- - -

ti~ 

う`

L

3

3

 

" 
上腕骨

゜゜撓骨 1 

゜尺骨 1 1 

大腿骨 4 5 

胚骨 5 7 

排骨 5 2 
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未成人骨には次のような応変か見いだされた。 H砂（リ｝、『f:, 16歳）の棧廿辿イ立端と中「骨に

は，本木の骨表面を池く）外快に投う祈生廿が形成されている 何らかの炎紐による fJ(T)てもろ

ぅ0 16乃 (12歳）の第2/j(iJjfの棘突起に狭い糾めの切れIi状の欠担かあるでこれはYrtff披名いと

呼ばれるtfU1の屹合イ＜令であるが，欠捐が小さいこと，他のtl「骨や体I)支骨はし、すれも」］・^ ＇，店であ

ることから．特別な症状はぶしてしヽなか ・Jたと恐われる。 19砂.(7歳）の大11且性と1凡骨に I¥I) 

人線が見られる。この人i'l'にはエナメルし'.'ぃ咸形成ど Cribraorbitaliaも見られ，これらは tヽず

れも， この個体か叩．しヽ吹病または栄仮I堺‘古を経験しだことをぷしてしヽる、う

D. 特記所見

I) 切削

トフル煤内人骨・の 4例に利料によると息われるf11J恨が見いだされた。このうちIX喪内に納め

られて＼ヽたな性；If: 年個体だItはほぼ全身の体幹・体肢骨がそろ＇）ているが，他の 3例（―|渭耐']・,

1:1)宛骨， KLL退廿各 l片）は甕外で検出されたため，所属個体は不明である。

IX甕内人i'J-の例では，第2-4頸椎の椎体前面を中心に， 10数本のり］創が横走する（図版11)。

f・. ドの頸枡にまたがる切創があることから， これらは介枡が閃節している状態の時に作られ

だものと推測されなこのほか，第 I,第10胸村のtfU本前面，,{,日甲骨内伯rj縁，右釦骨骨体ド

血左 1:11宛廿頭 l・.;'fi;, 右窃骨臼 f:}jにそれそれ少数の削瞑が見られる。肩甲骨内側縁をf・・ド約

:3 cmにわた・）て浅くそきとる If§1Jを除けば，いずれも短く浅い線状の切り込みである n これら

の；祁位がいずれも閃節近傍てあることから，洗骨・改葬の際に，軟部組織の残存する関節をは

すす操作が， 刈物を用いて行われたur能性が考えられる。
このほか:fl:年男性の下顎骨左オトガイ結節；';[;,、、If:年女性のい大腿骨休内側面（図版11), 小

児の{i l:ll宛『j・休 f:半部にも介ij:Jffが見られる]ぞの部位は必すしも閃節に閃係していると息えす・.

また線状の矛Illかな原とは多少＇『 j:状が沢なるため， IX甕内｝＼骨の1蒻と性格を異にするものか否か，

HJ)らかでない 改葬の際，まだ/1:Jが1畠兵していなし＼場合に，鎌を使＇）てそぎ落としたり（長川，

1978; 名就真， 1979),/Uをつけて坪めもどす（長沢， 1977; 1l1ltl, 19811) とし、）たことも行わ

れた上）であるか， IX甕内い'l以外の削択はこのような操作をぷして＼ヽるのかもしれなし＼

2) Hf体の連且破担

[\~~,,、]に糾］められて＼ヽだり『f:.·[ 『年 fl,11I本の第 2頸枡から第9/J(•yff( にかけて囀枡体の前）j部が掻

ヤ取らオiだよう｛こ般担してし)る この消失祁分［こ対応iる破片は令甕内に令く残存しなしヽ 仝

tfH'l-を1月節させてみると，破担のlxJrr「flは I:ドに連元んしており、第10/J附ff/本の［面て紅に終わる

従')てこの破担が生したII閑、'-'-'・では， 少なくと九第 9胸枡までは I・.ドの枡骨か正五'{rIこ閃節した状

態にあ＇）だとどえられる 個々のHf体を観察すると，断面の辺縁はり物で切!*Jrされたような直

線的なもりではなく，ややjlljJ''1かあり， 11JrtfTi白体が不平なrth面をなす・tfi/本もある 二のような

破担の生しる要因として、第 1に改伽1、『の掘り I:けが見！起される"D怜出した介flの1iii;'HI左仇、 9
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て掻き取ってしまったという考え方だが，仰臥位では脊柱より先に胸骨や肋骨が露出すること

や，これらの骨に異常な破損が見られないことは，この想定を積極的に支持する材料とはなら

ない。椎骨自体の骨質は丈夫であり，破損浙面の性状からも自然の腐食とは考えにくく，何ら

かの人為的操作による可能性が高いと思われるが，詳細は不明である。

3)歯の異常摩耗

水久歯の異常摩耗が2例見られた。第 1例はX甕内に納められていた熟年女性の上顎左第 1

大臼歯で，歯冠遠心面の歯頸部から歯恨の約3/4にわたる部分が．幅広く浅い凹面となっている

（図版10)。その表面は滑沢であるが，頬側遠心根の辺縁は歯石で覆われ始めている。摩耗面

の輪郭は．歯冠一歯根方向にはゆるやかな凹弧を描き．頬舌方向では直線的である。口蓋恨遠

心側の摩耗面に2次設牙質が形成されていることから，この面が作られるまでに長期間を要ーし

たことが分かる。咬合面の咬耗はMartinの 1度である。歯槽骨の吸収が高度で‘．多量の歯石が

恨尖近くまで付着しており，生前歯根はほとんど露出していたものと推測される。隣接する上

顎左第2大臼歯は生前に喪失している。なおこの個体は，前出の副鼻腔炎に罹患していたと思

われる人骨である。

第2例はXI甕内に納められていた壮年女性の上顎右中切歯舌側面に見られた船底状の凹面で

ある。遊離歯として検出されたため，釘植していた歯槽や隣接歯の状態は不明である。咬耗は

Martinの2度であふ凹面は，歯冠舌側面遠心辺縁降線の中央から歯根上部にわたって形成さ

れており，長軸が歯軸とほぼ平行な惰円形をしている。このため基底結節の大半は失われてい

る。摩耗面の大きさは長径約6mm,短径約3mm,最深部の深さ約2mmで，表面は滑沢である。

この歯の遠心隣接面歯頸部にはC3の鯖蝕があり，舌側の摩耗面を一部切り取っている。この状

態は，摩耗面が形成された後に，隣接面の蘭偶蝕が舌側方向に拡大したことを示している。

以上の所見から．両例とも摩耗面が生前に形成されたことは確実である。しかし．摩耗面の

主要面積を占めるのは歯根の部分であり，特に第 If列のような上顎大臼歯遠心面は．摩耗の生

じるような作用の及びにくい部位である。これらの摩耗面がどのような要[k]で形成されたかを

推定することは，歯列の保存状態があまりよくないこの2例からは困難であり＇今後の類冽を

待ちたい。

＜甕内人骨からみた葬制に関する考察＞

本トフル墓内には甕に納められた人骨のほか，甕外の上中に散乱状態で坪没していたもの｀

甕の破損により流出したと思われるもの，主だった骨を 2次的に集積したものなど、さまざま

な人骨の状態が混在していた。どの状態にもそれぞれの意味合いが込められており．喝時の葬

法を推測するうえで貴重な資料となるものである。以下，甕内の人骨を中心に，それらの年齢

構成，合葬の組み合わせなどを各甕ごとに整理し，若Fの考察を試みだ。
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I. 石ど嬰ー

横穴の入11近くに位附していた甕である。 I: 半部を破担してし lたか， ほば直＿立しており， 名ヽ

の中には， 頭蓋や長応＇｝の大‘ドを欠くが 1個体分のけ甲骨，釣骨， 胸骨なとが合まれる。骨の

形態的特徴から，壮年女・I牛のものと思われるっ

2. 11甕

k部の大半を欠祖するため，隣接地 f・.ヘ人骨が流出した可能性かl甕の奥に位沢する甕で，

考えられる 0 頑丈な体肢廿2個体分と未癒合の長悴骨骨端や遊離歯が出士しだ。未癒合の性端

は隣接した土中から出十．した成年男性の体肢廿と接合した。

体と成年男性 1個体の合わせて 3個体分と考えられる。

このため， これらは成人男性2個

3. Ill甕

破担もわずかであり，

息われる 1個体分の体肢廿が出士したほか，憧骨L端，右第 1中手骨， 1i中間楔状骨および左

叩咀のものと、思われる竹片か混しる C f受者は 1佃体分としては少

横穴内左其隅に位置する直立した甕で， きゃ'...,ゃな、:[!:年女性のものと

第4中足骨なと， やや太く，

なすぎるので，外部からの 2次的流入も考えられるが，中手廿や中足廿が含まれることから，最

も早く本甕に納められ，後に取り出された残りと考えるほうが妥‘りであろう＜，そのほかにオト

カイ部付近だけを残すド顎性がある。＇『 I:別は不明であるが， 前歯は生前脱落し，歯槽が完全に

閉鎖して(¥るところから， I閏年齢のものと思われる。そのためこのド顎骨は壮年女性のものと

は考えがた＜，後者の男件のものかと息われるが， 不明である。従って， 悲本的には成人男性

1個体と壮年女件］伽Jf本の計2伽］体か入っていたことになる。

11 . I¥甕

横穴内正面最奥郊に位置する甕で， 中に多数の骨が認められた。頭蓋は右側頭部が残ってい

るにすぎなし lが， 他の廿はほは 1個体分がそろっている。骨の形態からな/・'!:骨と息われ，膝関

節や枡骨に変形袢閃節症によると、思われる骨増殖が見られるところから熟年と判断した。別人

廿とみなされる人骨が合まれてしヽないことから．

えられる。

本甕には立丸年女性1個体が納められていたと考

5 . ¥'喪

I¥喪とともに 1「面最 I甦；祁に位置し， わすかに前 1一:'I噌ll在欠くだけで直立してしヽだでわずかな

頭盈片と 8木の遊離閲およびほは 1個体分と息われる体幹・体肢骨から，熟年もしくは老年の

リ｝性が納められてし＼だと考えられる そのほかに， この個体のものと｝店なる男性の踵廿が 1個

湿人してしヽたか． これだけに上＇）て本甕に 2個体合葬されていたとは考えにくく， 外部か八の

2次的混人の疑いが強し¥C 

G . ¥1甕

\~ 限の前に位閥し． その中に［よ破担か激し＼ヽか，はは 1個体分の体幹・体）l支f'j-かそろ ・Jた立丸

（ドリ｝『「:1'1'カゞ 月，ゼ，められた また， 骨'tりは川似するか，；'fl外立が重複する左大腿骨骨頭部や左,(iI: 腕

廿廿休などがあり， ゆlび）立丸年．＇）月 4寸'J-v){f.Aかぷ唆される そのほか， 11 f ;-人骨叫益1こ付1;)りす c)
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と思われる壮年女性骨 1個体， 8歳児と思われる小児骨， 3歳児と思われる幼児骨の計5個体

分の人骨が本甕内から見いだされた。しかし，小児・幼児骨の大半は隣接した士中から出十ーし

た。

7. 軋甕〈図版8〉

横穴内右側に並ぶ甕群の最奥に位鷹し，奥部へ向かってやや倒れてはいるが，甕はほぼ完形

を保つ。 1個体分の壮年男性のものと思われる体幹・イ本肢廿で古められる c 下額骨および甕Jf、J

から出士した遊離梱が，隣接した地上にあった 9号人骨頭蓋と合致したので，これらはすべて

9号人骨（男性・壮年）のものと考えられる。そのほかに，第2頸椎 1個，第3もしくは第4

頸椎と思われるもの 1個，右第 1中手骨， t顎左犬歯および第 2小臼歯の遊離歯があり，それ

ぞれこの個体のものとは異なることが判明した。従って，本甕には基本的に 2個体分の人骨が含

まれていると思われる。なお，後者はその形態から女性の可能性が強いが，正確には不明であ

る。

8. VIIl甕

珊甕横に直立した甕で，破損も少ない。頭蓋片から男性3個体，女性2個体｀小児 1個体の

計 6 個体分が含まれる。体幹・体肢骨はほぼ 1 個体分がそろった熟年男性骨と~ 同じく成人の

男性骨と思われる鎖骨，棧骨，膝蓋骨および踵骨などがあるが，後者は隣接した土中に坪没し

ていた散乱骨と合致し，当初甕内にあった骨が大半外へ流出したものと考えられた。そのほか，

ぎゃしゃな女性骨と思われるものと、同じく女性廿と息われるがこれとは別の大腿骨，腟骨お

よび距骨が入っていた。また甕内には12歳の小児骨と思われる頭蓋，鎖骨，大腿骨など多数の

骨があり，これらも周囲の地中から出土した小児骨と合致したので｀流出しだ可能性が高い。

従って，本甕内には 6個体分の骨が含まれていたと思われる。

9. IX甕

VIIl甕の前面に位置し，ほぼ完形で直立している。頭蓋片は少なくとも 2個体分が含まれる。体

幹・体肢普は，壮年と思われる女性骨と，熟年の男性骨と忠われる計2個体分が残っていた。

前者の胸椎から腰椎および仙骨にかけて、正確に関節した状態で出土したことから（図版12),

少なくとも椎骨を連結する靭帯がまだ残存しているうちに甕内に納めたと考えられる。

1 0. X甕〈図版8〉

IX甕横に位旗し，直立して破損も比較的少ない。甕内から熟年女性，壮：年男性 (5号）およ

び2歳の幼児の頭蓋と体幹・体肢骨が出土しだことから， 3個体合葬されていた可能性が高い。

I 1 . XI甕

x甕前面に位阪し，甕上部の破損は著しいが、直立した底部から多数の骨片が出土しだ。
ほぼ完全な 1個体分の体幹・イ本肢骨があり、形態的特徴から壮年初期の女性のものと同定され

た。同時に出土した遊離歯が．隣接する土中から出た 2号人骨頭蓋に合致したため．これらの

骨がすべて2号人骨のものと判定された。また，胸椎部が正確に関節した状態で出土したので',

IX甕同様，納甕時には同部位にまだ軟部が付着していた可能性が強い。甕内にはそのほかに、
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前述人骨と極めて形態の似た体肢骨があり，

られる。

本甕には 2個体の久性人廿が合まれるものと芳え

I 2. 刈喪

XI甕横に位買し，直立してはいるが甕f:部の破担は拷しい0 ほほ 1個体分の体幹・休肢骨か

そろった；I!: 年女性骨と， 7歳児のものと思われる体肢廿および遊離歯か出土した 0 後者は隣挨す

る地I:に散乱していた体肢骨および19砂頭蓋と年齢的にオ文し，遊離闇も［如柏に合政したので，

同鋼体と判定した。従→ て本甕内には壮年女性 1個体と小児 1個体の合わせて 2個体が合綽

されていたことになる。

表22 甕内人骨一覧

甕番衿
男 女

父―h
 
J ＼ 

不明 rH・ 

未成人
--・・ - - ----- - -- - - 、＂

成年 小児 幼児
総壮
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I
I
m
N
V
H
V
i
l
"
I
X
X
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I
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I
I
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2
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2
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2

2
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1

5

2
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2
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2

2

 

喪内人骨の年齢．、性別を各甕ごとに学けたのが表22である。最も多いVIII甕で6個体．次いで

IT甕の5個体． I. IVおよび＼＇甕には 1個体だけが納められており，平均すると 1個の甕に

2.7個体が納められていたことになる。すなわち1個の甕にただ1人だけ納めることの方が稀で．

あらかじめ人骨の納められた甕に， 祈たに加えられるケースが多かグ）たろうということが考え

られる、喪の大きさと甕内の個体数との間に特に関係は認めちれなしい甕に合まれる人骨には．

危しらくそれぞれの条[I、]甕晴期にぷがあ）たと考えられるが， これは． それぞれの人骨の保存状態

こ微妙な違し＼が忍められることからも推察できるぅ甕内には幼小児骨か合まれること t多し)こ

とから．家族単位で甕を利用していたことは十分考えられる。 1個の甕内の成人の組み合わせ

をみると，男女 1個体ずつの場合が最も多く，同性だけのものは少ない。 これらの組み合わせ

が親子関係であるのか．婚姻のそれであるのかは不明である。だだ．
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ように骨形態が互いに酷似し，本トフル慕内ではそれらに類似しだ骨が他に見当たらないとい

うような．明らかに深い血緑関係をうかがわせるものもあることから，婚姻後の女性か牛家・

婚家のどちらに葬られていたかは興味のもたれるところである。今後，形質人類学的に検討す

べき課題である。和野に近い宇宿｀城間，万屋地区の民俗調査（笠利町教育委員会・跡見女—f

大民俗文化研編.1983) によれば，各集落の「テフル」には「ヒキ」と呼ばれる親族策団単位

で納骨され，テフルの大きさによって，入っているヒキの数も異なるという。和野トフル墓を

どれほどの規模の隼団が利用していたのかという点も，人骨の形質を調べるうえで考咆すべき

問題であるの

このほか本トフル墓人骨には，葬法の一端を示すような興昧深い所見がいくつか存在する。

I)脊柱の一部が正しく関節した状態で甕に納められていだ個体が見られる（図版12) こと

から｀洗骨・改葬の際に，まだ靭帯など軟部が付いたままの場合もあったことが示唆されるへ

これを裏付けるものとして，体幹・イ本肢骨の関節付近に徴小な剖傷を認める個体 (IX甕内女性

人骨）があり，関節をはずす操作が行われだことが考えられる。

2)甕内にはほぼ 1個体分の完全な人骨のほかに，複数個体の部分的な骨片が残されている

場合が多くあった。これは洗骨した遺骨を甕に納める際、すでに中に入っていた骨を貫一部を

残して外へ出したものと解釈される。甕の近くに岨梢された骨は，甕の中から取り出されたも

のであろう。 1例として14号小児骨は， II甕の中にイ本肢骨骨端部と歯だけが残っており、長管

骨骨体は外に整然と重ねて甜かれていた。

3)甕内の頭蓋はかなり破壊されており，また頭蓋片をほとんど合まない甕も多かった。甕

は，日常使用していたものを納骨に転用したものらしく，口縁部を打ち欠いて1l径を広げたも

のもある。長管骨や短い骨片1ま，そろえて入れれば比較的容易に納めることができても．甕の

形態や大きさによっては頭蓋をある程度破壊しなければ納めることが困難であったのではない

かと考えられる。また¥11甕（図版4, 8)のように，甕内には長管骨が林立し，下顎骨はその中

に含まれるものの，この下顎骨と一致する頭蓋は隣接した地上に安置されている例も見られた。

4)体肢骨の中には、意識的に折られたと思われる長管骨が存在する。これが，甕1こ納めや

すくするといった単なる実用目的によるものなのか．もしくは死者の霊の再帰を妨げるなど呪

術的な意味をもつものなのか、明らかでない。

5) I個体の全身骨格のうち，明らかに不足する部位があり，それがトフル慕内からは全く

見いだせないという例もある。改葬時に持ち込まれなかったのか．後世意識的に菓外に持ち出

されたのかは不明である。

6)徳之島上面縄では33年忌の時に甕の中から骨を取り出して火葬し．再び甕に納めたとい

う（国分、 1976) が，本）、フル葉内には火葬骨は存在しなかった。

-302-



トフル硲内人骨はすへて恨葬の過代を経たものである つまり， 1次倅として死者を風倅あ

るいは上葬に付した後，肉体のI畠敗をf_'i-_,て洗骨・改葬なとの 2次的操作が行われ，最終的iこ

遺骨は 1、フル煤内に納められていふ近年の奄箕諮島ては， 上t加の後， 3 -7年または13年を

糸T.て洗骨・改葬すると llう椋式か＾般的とし)われるか，古くは風葬か行われてし＼たとし)う o fll 

野トフル煤に納められてしヽた人廿の 1次葬の）j法が風葬であ＇）だか， l: 葬であ＇）たかは興味深

い間題である。小片ら (1986) は， 笠利町}j/州にある城遺跡の近枇土硲噂から，保仔良好にも

かかわらす数：化か僅少な体幹.f本11支骨が出t:した二とにつし）て， そこで 1次綽（土葬）

れ，洗骨のための掘り 1一けの際，取り残されたものであろうと推察した。

が行わ

しかし，本 1、フル煤

には， J: 中坪倅後の改葬では最も失われやす-し)と見われる手l'l,足骨や叶端部のような微小な

骨がかなり含まれていることから，地卜，に追体を椛だえて肉を1腐らせ，骨を残らず甕｛こ納める

とし＼う風葬の操作がこの 1、フル内で行われだ可能性が考えら 1lふ名越方源太が許した『南島

雑両見 （国分・忠良校注:, 1984) の死葬の項には「始死る者を穴蔵に入処， 足をトホロと .J_;シ

うゞり和l廿り七）J 6')・; そ1i-i木寸，

：・年忌、 1こ其骨を洗て，

丈詞間切手花部村にも有之 島中請所にトホロあり。桶共に納め娯く。

先祖の遺骨と一処にトホロの中に納め閥く。 トホロの拠の方南以焼の焼

ある壺，幾所にもなく井ぺ有之ヘ

は， Jiを立て鍮を下し厳重也 」

又石fl1iに納るもあり．，

は大和の風にならいてt葬なり。今―-.,

むかしは島中なべて如此なりしを，

~ ケ村古法を{1;へ， トホロに納るものあり。

今

トホロ11

と述へられている。名越左源太が屯焚大島で配流の日を送っ

てしヽたのは，屈水3年(1850)から安政 2年 (1855)まての 5年間であったといわれるから，

ころの経交大島北部は風葬から上葬への移行期にあり，両者が混在していたことがうかがえる。

近年の沖水良部島では，横’大の前）jにある広場にt:中坪葬し

，｝と仇Ill支の長笠廿だけを璧に納めるという

私稿＝ （水吉編「沖永良祁島郷J:史責料」， 1968)

丁：々 知名， 西原は数百年前より坪葬其他は洞籠落（岩作を掘り或は石を築き石）外の如く木扉を

造り Iif Irりも人煤hfとも広ふ）へ葬り末りしを夫では應臭不潔の古あるに依りて総て坪絆すへ

き旨支庁l~より命令ありて埋葬に改定」

月2111付・cn鹿児島県が発令しだ詞述で．

3年だって洗骨した後，

佐蒻， 1957) 0 操飢勁編集の『沖水良部島沿革誌

。
ス～ぁレ」

蘇木

盛百以
ムロメ

の明治10年の項には「．．．煤所の儀和泊．

この命令とはしばしば,;I /flされる明治10年 9

空「夕じ人葬式之像はFJii、,Jに任すといふとも先づ地絆

作の．．つに11之． 1ヽ1.tり1ご方ぐ-cIよ｝じ｛ドネ巾合立名苓1こ朴l心父めMt 紺未地作すへきは,11然に候処或ひはjl、.

棺を硲所に送り「喪1冦（もや）」

忙をliflき兄る数111!終に数fIを経，

と11片ふる小）-,(内に備閥ぎ，祝—f- 兄弔相連れ「:hい」に到り，其

屍の1閏敗するも臭気を不厭趣に相間れは人布りのIし｝ぎに似たれ

ども， 其臭気をかぐ者は邸＜健凍を‘古しf11Iは勿嵐近fjう通行の者と雖も其臭気に触るれは印

を仏北し或は醗すものに行之衛牛:0)/,4く不＇）・［事に付， r'l今れ椋之弊習は岐1笈相改め， 死する者

は速に廿11葬に改ぷ→，/11i]達す」 との内容のも 0)てある 沖水良；'f[5島ではこれ以降， t葬に転換し

ていったようである （永吉. 1981) し力>し， 実院に風倅の間習が1卜もまでには疇 さらに長い

歳）］を要したようで，例えばり＼，詞島では明治35年ころまでンンと呼ばれる樅穴煤が/jjしヽ られた
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らしく，それ以後土葬されるようになり，埋葬した遺体は 3年後に洗骨してンシに安骰された

という（末水• 長沢， 1972)。今日，奄芙諸島で一般に風葬煤と呼ばれているものは，疱芙大

島，徳之島および沖永良部島のトゥール，テフルまたはトフ）レ煤，喜界島のモヤまたはムヤ，

与論島のシシまたはギシなどと，各島によって呼称が涅なるばかりでなく，その構造もtrI;, 
岩甑洞穴などと多少の違いがみられる。かつてその媒域の内外で実際に風葬か行われたこと

は確かであろうが，風葬から土葬への移行過程について具体的に語る文苫資料は乏しく，不明

な点が多い。

和野トフル慕では，抹栢の骨まで残存していたことから， トフル内で風葬が行われたことが

示唆されたが，近年の改葬では指先の小さな骨まで残らす掘り上げる（恵9東， 1973) というか

ら，納められていた遺骨の中には土葬を経たものがある可能件も否定できない。廿の状態から

は両法の区別はつけがたい。ただ上下顎の歯数のアンバランスや， IX甕内男性人骨に見られた

脊柱の連続破損などは，土葬の過程を意味しているかもしれない。 『南島雑話』の記述から，

この横穴が開堅された当初は実際に風葬が行われたが，やがて十忍葬・改葬後の納骨甑として機

能するようになったとも考えられる。現段附では，このトフル募に納められていた遺骨の 1次

葬として風葬と土葬のいずれが施されたのか，あるいは時代を経るにつれ両者が移行してきた

のか，明らかでないが，今後多方面から検討すべき課題と考えられる 0
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和野トフル墓出土品一覧

「番号• 名 称 口径mm 器高mm 底径mm

1 青華碗 61 39 22 口縁形は端反

2 青華碗 118 42+a 

3 青華碗 99 30+ a 

4 碗 82 51 41 薩摩焼（臼）、千鳥印、貫入多し（竪野系か）

5 碗 116 49 49 平形碗、陶器、菊花文
！ 

平形碗、薩摩焼（臼）、見込みに「寿」か（竪野糸か）6 碗 102 40 40 

7 徳 利 77+ a 陶器、灰釉、二次焼成を受けている

8 徳 利 100+ a 53 陶器、褐釉、高台は無釉、陶土（古我知系か）， 碗 130 67 51 端反碗、高台内から畳付は無釉

10 緑釉徳利 109 40 高台は無釉、飴釉、陶土（龍門司系か）

11 青華徳利 142+ a 42 総釉（伊万里系か）

12 徳利 16Ha 66 褐釉で竹を描く、貫入多し、胎土は灰色（龍門司系か）

13 青華徳利 34 153 51 総釉（伊万里系か）

14 青華徳利 38 152 54 総釉、貫人（伊万里系か）

15 青華徳利 40 174 52 総釉、高台は貰入（伊万里系か）

16 青華徳利 127+ a 66 総釉、胴下半から高台は貫入（伊万里系か）

17 青華徳利 105 総釉 （伊万里系か）

18 吉華徳利 113+ a 50 総釉、胴下半から高台は貫入（伊万里系か）

19 青華徳利 42 171 52 玉縁状口縁、総釉、胴下半から高台は貰入、竹とッタ

20 甕 235 292 148 l 総釉、薩摩焼苗代川 . (納骨）

21 甕 209 288 160 W 総釉、薩摩焼苗代川 （納骨）

22 甕 224 277 144 m 総釉、飴釉、薩摩焼苗代川 （納骨）

23 甕 343 459 210 IX 総釉、貝目、キザミ目、薩麿焼苗代川 （納骨）

24 甕 335 432 175 第2群2 総釉、キザミ目、薩摩焼苗代III （納骨）

25 甕 335 437 212 VB1 総釉 貝目、キザミ目、薩摩焼苗代川 （納骨）

26 甕 350 385 204 IX 総釉、貝目、薩摩焼苗代川 （納骨）

27 壺 115 392 136 川 胴上半は褐釉、下半は灰釉、瀬戸焼系か四耳壺（納骨）

28 壺 285+ a 一 三耳壺琉球系か （納骨）

29 壺 522+ a 194 第2群1 三耳壺琉球系か （納骨）

30 壺 208+ a 188 XII 三耳壺琉球系か （納骨）

31 壺 501+ a 215 XI 三耳壺琉球系か （納骨）

32 壺 527+a 187 N 三耳壺琉球系か （納骨）

33 空ギ 589+a 200 II 三耳壺琉球系か （納骨）

34 壺 176 613 210 v 三耳壺琉球系か （納骨）
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第132図 出土遺物ー1(和野トフル塞）
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第133図 出土遺物ー2(和野トフル墓）
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第134図 出土遺物一3(和野トフル墓）
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鹿児島県奄美大島下山田II遺跡出土の縄文時代人骨

はじめに

小片丘彦・峰 和治・川路則友・山本芙代子

（鹿児島大学歯学部口腔解剖学講座）

下山田 1I遺跡は，鹿児島県大島郡笠利町万屋に所在し，海岸から内陸へ300mほど入った砂丘

上に形成されている。新奄美空港建設に伴って実施された同遺跡の1984年度の調査に際し，人

骨 4点（表 1) と遊離歯 1本が出土した。これらの人骨は散在して出七したため．資料相互の

所属関係などは不明であるが．嘉徳系土器を伴っていたことから，いずれも縄文時代後期に比

定される。本遺跡の資料中に，下顎両側中切歯の風腎抜歯を思わせる Ii列が見いだされたこと

は興味深い。

以下．各人骨片の計測・観察所見を記載した後，現在までに報告されている南西諸島の風習

抜歯例と本遺跡の事冽との関係について若干の検討を加えた。

人骨所見

1 . 下顎骨A(女性・壮年）

左右下顎頭の内・外側端，左右筋突起の先端部および左右下顎角の一部を欠く以外はほぼ完

全に保存されている。白砂層から検出されたため色調は白く，骨質は硬い。

オトガイ隆起はよく発達し，正中部の高まりとなって前方へ突出するが，オトガイ結節は明

瞭ではない。外側面の斜線下方では Prominentialateralisの膨隆が強い。オトガイ孔は第 2小

臼歯と第 1大臼歯との間に位謹する。下顎角は強く外反する。角前切痕が明瞭で，下顎体下繰

は下方に凸のゆるやかな弧を描いてオトガイ切痕に咽る e 内面正中部のオトガイ舌筋棘は左右

とも独立した小突起となっているが，オトガイ舌骨筋棘は左右が合して小結節状となっている。

顎下腺窯の陥凹は深い。顎舌骨筋線は発達良好で，特に前端部での突出が際立っている。副オ

トガイ孔，下顎隆起，顎舌骨筋神経管などの非計測的小変異は認められない。

計測結果を表 2 に示す。岡山県津雲貝塚出土の縄文後・晩期人（清野• 宮本， 1926) と比較

すると，全体的な径はやや小さい。歯列は次の通りである。

表 1 出土人骨資料

7 6000• j eoooo 6 7 
性別年齢 時代 備考

• ：生前喪失，歯槽閉鎖 下顎骨A 女性壮年縄文後期 1 I 1抜歯疑い

o: 死後脱落，歯槽開放 下顎骨B 男性壮年縄文後期

上腕骨（左） 女性成人縄文後期

残存歯の咬耗はすべて Martinの2度。 大腿骨（右） 男性成人縄文後期
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歯石沈着は中守度である。百厨は先天性欠如と思われる。両側中切歯部の歯槽は閉鎖している

が，歯根方向への骨吸収はほとんどなく，上縁は鈍円状である。隣布歯や上顎対合歯の状態は

不明であるが，麒蝕や歯問症による骨吸収が見られないことや，閉鎖した歯槽の状態．部位な

どを考え合わせると風習抜歯の可能性が高い。

なお，遊離歯として発見された上顎右第 1大臼歯は，咬耗 (Martinの 2度）や歯石沈着，歯

の大差さ，色調などから，この下顎骨Aと同一個体のものと考えられる。

2. 下顎骨B (男性・壮年）

両側下顎枝を欠損しており， 下顎1本だけが残存する。醤歯類の咬痕が下顎1本下橡や左小臼歯

部の歯槽に見られる。

オトガイ隆起は正中部での突出が強く，オトガイ結節はあまり発達していない。 Prominentia

lateralisの隆起が強いc オトガイ孔は第 2小臼歯の下方に位置する。オトガイ直東の形態は下顎

骨Aに同じ。顎下腺窯の陥凹は浅い。顎舌骨筋線は明瞭で，大臼歯後方部での発達が特に著し

い。副オトガイ孔や下顎隆起は認められない。顎舌骨筋神経管は観察不能。計測結果を表 2に

示す。歯列は次の通りである。

876ooooojoo3456•o 

司は死後破折のため，近心根だけが歯槽内に残っている。咬耗1よ6134 6がMartin の2度，

可言が1度である。嗣蝕1よ見られない。

3. ト肛腕骨（女性・成人）

左卜腕骨の遠位側約15cmが残存している。肘関節部は腐食が著しし％推定中央位で計測する

と最大径17mm, 最小径13mm, 断面示数76.5であり，扁平/・生はみられない。全体にぎゃしゃで，

：角筋粗面も発達していない。

4. 大腿骨（男性・成人）

右大腿骨の骨体臼船約18cmの破片である。ピラステルがよく発達しており，骨体中央付近と

推定される破片下端部での矢状径は27mm, 横径23mmで，断面示数は117.4となる。

風習抜歯について

南西諸島における先史時代の風習抜湘には，大きく分けて 2つの系統が混在したことが指摘

されている（渡辺， 1967)。すなわち，種子島広田遺跡（永井， 1961)に代表される大陸系の抜

歯と，九J小1本士の様式に通じる抜歯である。前者の系統は，広田遺跡のほか，同じ種十島の鳥

ノ宅遺跡（永井， 1972), 田之脇遺跡（盛図， 1973)および同島の西方に位謹する馬毛島の椎ノ
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表2 下顎骨計測値

Martin's 
下顎骨A ド顎骨B

清ぎ雲縄文人
No. 男 女

65 F顎頭間輻 (119)• 129.6 124.3 
66 下顎角輻 (103) * 105.4 98.1 
67 前下顎幅 49 49 50.3 47.3 
68 下顎体長 67 75.0 73.4 
68(11 ド顎骨長 101 
69 オトガイ高 28 33.5 29.0 
69(1) 下顎体高 （右） 27 (28) 32.0 28.8 

（左） 27 31 31.8 28.1 
69(31 下顎体厚 （右） 11 11 12.9 12.0 

（左） 12 11 12.7 12.0 
70 a 下顎頭高 （右） 50 

（左） 47 
70 下顎枝高 （右） 61. 8 56.4 

（左） 57 62.3 56.5 
71 下顎技輻 （右） 33 34.0 33.0 

（左） 34 33.7 32.0 
71/70 下顎枝示数 （右） 55.1 32.9 

（左） 59.6 54.0 58.3 
71 a 最小下顎枝幅（右） 33 

（左） 34 
79 下顎枝角 （右） 125° 121.1° 122. 7° 

（左） 12s・ 121. 6° 121. 7° 

＊：推定値

木遺跡（中橋・永井， 1980) から出土した人骨に隼中して見られ，いずれも弥生時代中・後期

に属しズいる。偏側の上顎側切歯を中心として抜去するこれらの遺跡の様式が，合湾を経て巾

国南部につながることは，貝製品などの出土遺物からも支持されている。一方，後者の本土系

抜歯としては，徳之島喜念原始墓(-=.宅， 1943) と沖永良部島西原墓地（金関， 1956) の例が

知られている。喜念原始墓からは了丁了，77.『了了抜去の 3例が報告されているが，いずれ
も下顎骨だけの断片的資料で，所属年代は三宅の記述から，一応弥生時代中期と推定されてい

る（国分， 1972;池畑， 1980)。西原資料は，砂丘上の廃墓から採集された頭骨で，上顎両側

犬歯の抜去が見られるが，下顎骨を伴っていないc このように喜念，西原両例とも対顎を欠く

資料で，時代についても確証に欠ける。近年，沖縄本島読谷村大当原遺跡，座間味島古座間味

原遺跡および久米島大原遺跡から弥生時代併行期とみられる下顎中・側切歯の抜歯例が出上し

たというが（いずれも春成， 1983より引用），子細な報告が待たれるとごろである。以上概観

してきた通り，両系統とも資料の大半を弥生時代のものが占める。縄文時代1井行期については，

人骨資料そのものが僅少な南西諸島からは，これまで明確な風習抜歯例の報告はない。種子島

長崎鼻遺跡人骨（縄文時代晩期，金関， 1958) について，上顎左中切油の歯槽閉鎮と，これに

対応する下顎左中切歯の水平研歯が報告されているが， 1: 顎歯の欠損については事故など他の

要因を重視するむきもある。まだ，沖永良部島中甫洞穴出土の縄文時代女性人骨には抜歯の痕

跡はない（松下， 1984)。

下山田 II遺跡から出士した下顎骨Aは，単独出土であるため，対合する卜'員歯列の状態は知

り得ない。しかし，大陸系の抜他は下顎歯をほとんど抜去の対象としないことから，下山田の
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抜歯例は本土系とみるのが妥当であろう。従来，縄文時代における風習抜歯の南限1よ，長崎鼻

人骨を除外するとすれば，薩摩半島上焼田遺跡（縄文晩期）出士の熟年男性骨に見られたド顎

の呵側第 1小臼歯間 8歯の抜去例（内藤・坂田， 1977) とされてぎだ。下山田Il遺跡の事例1よ，

これよりさらに南方にドり，また，縄文後期にさかのぼるものであることから，風習抜歯の時

代的，地域的展開を考えるうえで大きな問題を提起する資料となろう。前述した通り，南西諸

島における本土系抜歯と推定される資料は，上下顎がそろい，かつ明確な時代設定がなされて

いるものはない。そのため，抜去様式について本土との関係を具f本的に検討する段階には至っ

ていない。今後の当地域における人骨資料の増加が待たれる。

なお，沖縄本島具志頭村港川からは旧石器時代の抜歯例が報告されているが (Suzuki& Ha-

nihara, 1982), 下山田例と同じ下顎両側中切歯の抜去であることは，大芸な時代羊を越えて興

味深い。

参考文献

春成秀爾， 1983: 抜歯．考古遺跡・遺物地名表．柏書房．東京.pp. 604-607. 

池畑耕一， 1980:鹿児島県における抜歯風習の特質．焦人文化8: 16-25. 

金関丈夫， 1956: 沖永良部西原慕地採鮨の抜歯人骨．民族学研究 21 : 230-232. 

金関丈夫， 1958: 鹿児島県長崎鼻遺跡出士人骨に見られた下顎中切歯の水平研歯例．九州考古

学 3•4:1-3.

清野謙次• 宮本博人， 1926: 津雲貝塚人人骨の人類学的研究．第 2部 頭蓋骨の研究．人類学

雑誌 41:95-140,151-208. 

国分直一， 1972:南島先史時代の研究．慶友社，東京．

松下孝寺， 1984:鹿児島県知名町（沖永良部島）中甫洞穴出土の人件．鹿児島考古 18:33-59.

三宅宗悦， 1943: 大隅国徳之島喜念原始墓出上貝製品及び出土人骨の抜歯に就て．考古学雑誌

33:461-470. 

盛園尚孝， 1973: 本城・田之脇遺跡調査慨報．西之表市教育委員会.pp.l-7. 

永井昌文， 1961: 鹿児島県広田遺跡出上弥生式時代人の抜歯に就いて．第15回日本人類学会・

日本民族学協会連合大会紀事.pp.61-64. 

永井昌文， 1972: 鹿児島県鳥ノ峯遺跡出士弥生時代人骨の風習的抜歯（会）．解剖学雑誌 47:

23. 

内藤芳篤・坂田邦洋， 1977: 上焼田遺跡出土の人骨．鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(5)

指辺・横峯・中之峯・ト．焼田遺跡.pp.74-78. 

中橋孝博・永井昌文.1980 : 椎ノ木遺跡出上人骨について．馬毛島埋葬址ー西之表市椎ノ木遺

跡一．西之表市教育委員会.pp. 24-34. 

Suzuki, H. & K. Hanihara eds., 1982: The Minatogawa Man. University of Tokyo Press, 

Tokyo. 

渡辺 戚.1967 : 日本の抜歯風習と周辺地域との関係・ 考古学ジャーナル 10:11-21. 

-314-

L

|

 



図版 1

1号人骨頭蓋 （男性・熟年）
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=、

2号人骨頭蓋 （女性・壮年）
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図版2

3号人骨頭蓋 （女性・壮年） 5号人骨頭蓋 （男性・壮年）
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図版3

14号人骨頭蓋 （男性・成年） 16号人骨頭蓋 （小児・ 12歳）
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図版4

゜
20cm 

19号人骨頭蓋 （小児.7歳） VIl壼納骨状況
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図版5

1号人骨体肢骨 （男性・熟年）

2号人骨体肢骨 （女性・壮年）
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図版 6

3号人骨体肢骨 （女性・壮年）
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5号人骨体肢骨 （男性・壮年）
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図版7

14号人骨体肢骨 （男性・成年）

16号人骨体肢骨 （小児・ 12歳）
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図版8

19号人骨体肢骨 （小児 ・7歳）

X妻納骨状況

VII壼納骨状況
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副鼻腔の炎症性変化 (X壼内人骨），
上：蝶形骨洞，下：左右上顎洞

． 

置,_
エナメル質減形成 （矢印）

第5腰椎の仙椎化 (]X壼内人骨）
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脳頭蓋内面の骨膜反応性骨新生
(22号人骨・ I.5歳）

膝蓋骨関節面の磨耗
(V妻内人骨）

第5腰椎の脊椎分離 (N壼内人骨）

図版9



図版10

腰椎・仙骨体の骨棘形成

癒合椎 （第9・10胸椎） 下腿骨の慢性炎症性変化
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上顎左第 1大臼歯に見られた異常摩耗 (X壼内人骨）
左:口蓋面観，右 :遠心面観
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頸椎に見られた切創 (DC壼内人骨）
左：前面観，右：左側面観

右大腿骨骨体内側面に見られた切創
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図版12

1号人骨体肢骨の集積状況

3号人骨出土状況

関節した状態で出土した脊柱．左： D{堕内人骨，

右 ：XI壼内人骨
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下山田II遺跡出土人骨

下顎骨A上面観

下顎骨A左側面観

下顎骨A両側中切歯の風習抜歯疑い
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図版13

下顎骨B上面観

左上腕骨片 （女性・
成人）

右大腿骨片
（男性・成人）



第6章まとめ

第 1地点は，旧期砂丘の末端部分で，ほば遺物包含可能な範囲の発掘調査は終了したと判断

している。一方，第 2地点から第 3地点にかけては，旧期砂丘のほぼ中央部から末端の一部に

相当している。そのため，遺物を包含する砂丘の項部は西側の区域外に残され，末端部は今後

改良工事の予定される現道の下に残されている。
① 

第 1 地点の 7~11 区は，昭和60年度に笠利町が発掘調査を行った下山田遺跡の一部であるこ

とが明らかとなっており，出土遺物も同一あるいは類似している。今回1よ， III-a・b類土器

として取り扱っているが，近年，面縄前庭式上器の出目に関わる土器群として重要視されてい

るものである。したがって，向調査の出土品を検討すると良好なセソト関係も把握でき，貴重

な資料と言える。

遺構について

確認した遺構は，槌石遺構が中心で，第 2地点 6基，第 3地点14甚の総数20基である。

第2地点の 6甚の隼石遺構は，この区域で最も多く出土したW類土器に伴うものと思われる。

集石遺構は，いずれも明確な掘り込み等の土城状の痕跡は認められず，また，用いた礫の数

も少なく，その点では，九州本島内の縄文時代早期によく検出される其石遺構とは若干異質な

様相が認められる。なお， 1号集石遺構は，用いた礫の大小の差が大きく，小礫だけを取り除

くと大型の礫が炉的構造に配置されており，地床炉的な可能性が高いと思われる。

第3地点の14基の集石遺構のうち， 3号・ 4号隼石遺構は，サンゴ塊を主体に集めたもので

他に類例はなく特異なものである 0 3号遺構1よ，固結した砂層を土壊状に掘り込んだ後，土壊

内にサンゴ塊を詰め込んでいる。サンゴ塊1よ，黒色に炭化した部分や赤く変色した部分も認め

られ，加熱の痕跡は明瞭である。 4号遺構は，土壊状の痕跡は認められないが，加熱を受け黒

色に変化し，バラバラの小破片に破砕していた。サンコは，加熱すると破砕する特徴があり，

本遺跡の同遺構の性格は興味深く，明らかにすべきと言える。 10号隼石遺構は，先述したよう

に石床炉的様相が強く，その観点に立つと， 11号集石遺構も同様な想定が可能である。また，

8号・ 10号集石遺構には， 1個体分の土賠が共伴しており，遺構の構造は明確でないが，炉的

遺構に備えられていた可能性も否定でぎない。また，逆に， 10号集石遺構と共伴していた 512

の土器は，特殊な形状を持つものであることも考慮の必要がある。 12号集石遺構は，土渡状に

掘り込んだ中に，多数の礫と貝殻が混在しており，打製石斧も認められ，意図的に投棄した遺

構の可能性が高いと思われる。

以上のように，第 3地点における集石遺構の在り方も，ストーンボイル等を想定するこれま

での様相とはやや異なった状況が指摘でき，たとえば，炉的遺構のような定設的構造が主流で

あった可能性が強く惑じられてくる。

土器について

I類土器は，曽畑式・曽畑系土器で，南島で発見されるこの種の土岱は，器肉が1早いのが一

般的で，渡具知東原・高又・ケン l遺跡等で多数出土し，曽畑式土器が流入した後，同地域で

独自に展開し変容したものと解される o a類は，その特徴より，移入された可能性が高い。
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⑤ 

II類士器は，神野B式土器に類似したもので，宇宿貝塚でも類似したものが出士している。

いずれの遺跡でも少鼠の出土であるが，南島土器編年上今後童要な位爛を占める土器である。

m類士器については先述したが，神野C式土器の範峰に含まれ，面縄前庭式土器と密接な関
⑥ 

係を持つもので近年面縄前庭様式として捉えられている。屈曲部の蛇行した刻目突帯・半載竹

管工具等による二叉連点で構成した平行及び菱形状の文様を描き， N類土器の面縄前庭式土器

に比べ，未だ文様構成等が規格化していない状況がうかがえる。また，無文も存在する。 N類

土器は，第 2地点の主流をなし，第 3地点では他の土器群と分布を異に出土している。総じて

器肉は薄く，尖底及び丸底に近い尖底を基本としている。 V類土器の出土量は少ないが，幅広

で背の低い突帯を備え，施文も密で器肉も薄く，器形も頸部での屈曲が弱くなり広口の傾向が

みられw類土器とは差異が認められる。突帯上の刻目も沈線による斜位が一般的となる。古我
⑦ 

地原貝塚で多数出土し，独立した形式（仮称古我地原式）として捉えられる可能性がある。 VI
⑧ 

• ¥11類士器は，ケジ遺跡や宇宿貝塚で出土し松山式上器と分類している。 VIa類は横位の条痕

調整を行い，この点では松山式土器の特徴を備えているが，口唇部の施文は独自性が認められ

る。また，内面に施文した¥1b類や c類，貼り付け突帯に各種の施文を施している軋類土器は

その帰属が明らかでなく，今後の検討と資料の増加が必要である。

WI a類は面縄東洞式土器で， b類は押し引きによる a類とは異なり， a類の特徴を残しなが

らも間のびした押し引ぎや連続刺突で描かれ， a類ほどの画一化した規則性は認められない。

また， b類では，押し引きが間のびすることにより沈線文や凹線文風の文様構成に見えること

で， IX類土器への移行の可能性を示唆している。 1X類土器では，一部に押し引きの痕跡を残す

a類，嘉徳II式土器を含む沈線文 b類，平行沈線によるシンプルなものをX類土器としている。

IX類は嘉徳IA式土器で‘，文様帯の肥／厚化・区画文間に連純刺突を充填するという共通件が

みやれ，バラエティーに富む文様構成，口緑部の形状も個性に富んでいる。 518・521・570の

共伴は特に注目できる。 XN類土器は入念にナデた器面に区画文だけを描いたものでその特徴

からXI類士器との近似がみられる。 XN類は神野D式土器， xm類土器は瘤状突起を縦位に持つ
⑨ 

もので，神野貝塚や嘉徳遺跡で知られ，伊波式土器との接触が認められるものである。

その他少量であるが，口唇内面に貼り付け突帯を持つXV類土器もある。一方，胴部に三角
⑪ 

突帯を持つx,1類やXWl~XIX類等は兼久式土器との関係が知られている。また， X¥11類士器
⑪ ⑫ 

と類似したものが具志堅貝塚，長浜金久第m遺跡等で出土し，沖縄後期土器，弥生系上器との
関係が知られている。

今回の調査では， V類土器の抽出，珊類からIXa類への移行，また，押し引き→間のび押し

引き→連続刺突への可能性も指摘できそうである。また， IX・XI類上路等では各個体毎に文様

が異なった可能性もあり，残された部分の調査を待って再度検討する必要がある。

尖底及び丸底に近い尖底を主体とする面縄前庭様式と，平底を中心とする面縄東洞・窮徳系

士器，兼久式土器との関係が指摘される土器群が出土し，特に前二者が構成の中心であった。

最後に，本遺跡の大きな特徴として嘉徳IB式か出土していないことが指摘できる。本遺跡

と類似した構成は，嘉徳遺跡・宇宿・神野・古我地原貝塚でも認められ，一方，嘉徳IB式士

器を単純に出土した遺跡に長浜金久第II遺跡があり，嘉徳IB式土器が独立して存在した可能
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性が高くなってぎている。

石器について

今回出土した石器で注目されるのは，叩石・磨石.[1I]石の多いことである。

叩石は，長さ10~15cm程の円礫を素材に，上下端を作業面として用い，ハンマーとしての機

能を果たしている。また，形態的にも類似性が認められ，正面形は長楕円形を呈している。磨

石と凹石は独立した機能を持つものよりも，それらが組み合わされたものが多く，中には叩石

・磨石.[1I]石の 3機能を全て備えたものもある。この全ての機能を持つものの中で，特に注目

されるのは，石鹸状の正面形を持ち，表裏の平坦面が磨石面，その中央部が凹石，他の側縁部

を叩石として使用したものの存在であり，これらでは，素材の持つ 6面全てが使用され規格化

された形態が認められる。このように，叩石・磨石・凹石が大量に出土した遺跡に宇宿貝塚(

本遺跡とほぼ同時期）があり，同じように 3機能を持つものが出土している。したがって，こ

の時期の定形的な石器の可能性もある。

また，この時期の特徴としては，石斧を大量に使用していることが知られている（宇宿貝塚

・嘉徳遺跡等）が，本遺跡まむしろ少ないと言える。

磨製石斧は，刃部を人念に研磨し，体部と側縁部の研磨も入念で，その角度も強く，明瞭な

稜線が残されている。磨製及び局部磨製石斧の残存状況は悪い。破損率が高く完形品は無<'

破損品だけの検出である。索材は主に輝緑緑岩である。

101の打製石斧は， 12号集石遺構に多数の礫と共に検出したもので破棄されたと解される。

102は円盤状石器， 104は剥片石器と捉えたものである。これに類似した石器を，嘉徳遺跡で

は“円形石斧”として捉え，螺蓋製貝斧との関連を前提に南島特有の石器であるとしている，

一方，岸本義彦『ょ，九州一円に分布する円盤形石器の系統で捉えられるとの見解を示している。
⑭ 

その後，来畑光博は，中町馬場遺跡出士の類例の石器を剥片石器A・Bとして取り扱い，特に

片面に礫皮面を残す凸版状のもの（剥片石器A) に触れ，その使用痕等より剥離面（平坦面）

を下位に用いたもので，スクレイパー的機能を想定した考え方を示している。この中町馬場遺

跡出土と同様の形状を持つ石器が，ケジI遺跡の第 2層（面縄前庭式土器）で出土し，ここで

も剥離した平坦面を下位に用いている。転石の輝緑岩を用い，凸面の礫皮面はローリング作用

により自然に磨耗され，剥離面には，剥脱した使用痕や磨耗痕が残されている。したがって，

形状・使用痕の在り方等より極めて近似した石器と言える。今回出土した 1021よ，その形態・

作出方法よりいわゆる円盤形石器と認定し， 104は円盤形石器及び円形石斧から来畑の指摘す

るように分離して捉えることが適していると考えられる。また 104の剥片石器との名称は，今

後，より的確な名称が与えられるものと思われる。なおこの剥片石器は，螺蓋製貝斧の形状に

極めて類似していることが指摘される。

チャートや黒躍石を索材とした，石核や剥片及び剥片石器の存在も注目される。高又遺跡や
⑮ 

朝仁天川遺跡等で，剥片や石核等が検出され，それらから剥片剥離技術の存在が予想されてい

た。その後，ケシI遺跡では，各種の不定形剥片を剥出する石核の存在が明らかとなり，尖頭

器状石器・掻器・削器等の石器類も検出され，南島に於ける剥片石器の存在が明確なものとな

ってきた。今回の出士器は，それらをさらに裏付けるもので，石錐．掻器・楔形石器等の定形
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石器の存在が認められ，また， 13の石核に見られるように，一定の剥片剥離技術が認められる

さらに，黒曜石の石核15と，おそらくこの種の石核から剥出したと思われる剥片 8-11の資料

は特に注目される。素材となった黒曜石が島外からの持ち込みであることは，南島に供給源が

ないことから明らかである。なお，剥片から観察すると，打面調整等は行われず，作業の進行

に伴い，打点の転位を随時行う手法が存在していた可能性が嘉い。

貝・骨製品について

貝製品は，利器と垂飾品とに分けられる。

利器としては，スイジガイの突起部を用いたもの，ヤコウガイやアンボンクロザメガイ等を
⑭ 

用いた各種の容器，螺蓋製貝斧等である。スイシガイ製利器では，ノミ状の加工は 1番突起，
⑰ 

刺突具状の鋭利な加工は主に 2番突起の利用が多い傾向にある。螺蓋製貝斧については，先述

した理解に立ち，同名称を踏襲している。なお， 180点程のうち， 67の 1点だけに，腹面の左

側に削痕状の線条痕が残されていた。その他，用途，名称を明らかにし得ないものもあったっ

74は，シャコガイを研磨したもので， シャコガイボールと呼ばれるものと同一と思われる 3

垂飾品も多彩で，イモガイビード，三角形孔有垂飾品等のネソクレス，貝輪等のブレスレ J

ト，イモガイ底部製垂飾品やその他の有孔製品が見られる。

骨製品は，いわゆる利器が多く，垂飾品は 3点程である。骨鏃・骨製尖頭器の狩猟・漁榜具，

骨針・ヘラ状製品等のエ具等が見られる。 132・133は海獣骨を素材としたもので，袂り痕や線

刻が施された刀形骨製品で，草野貝塚でも類似品が出土しており，注目すべき資料と言える。

130はハリセンボンの顎骨を利用したもので，石原貝塚からも全く同一の小型品が出土してい

るとのことで，その作業における共通性は使用方法を考える上でも興味深い。
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